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野生動物と

｢緑の回廊」

みうらしんご

三浦'|真悟
森林総合研究所東北支所保護部長

L

1948年東京都生まれ｡東京農工大学大学院
農学研究科終了，京都大学理学博士取得。兵
庫医科大学生物学教室，森林総合研究所森林
動物科長を経て現職。専門分野は大型I甫乳類
の生態と保護・管理。著書にr哺乳類の生態
学｣，「野生動物の生態と農林業被害」など。

●はじめに

野生動物の生息地を相互に連結する帯状の生息地は，広く「コリドー（回廊)」

(正確には「野生動物コリドー」とか「生態学的コリドー」という）と呼ばれま

す。コリドーは，野生動物の移動や相互交流をうながすことを通じて，地域集団

の存続や生物多様性の維持に貢献するといわれ，野生動物の保全施策の｢切り札」

として現在，スケールはさまざまですが，世界各地で設定が進められています。

この動きはわが国も例外ではありません。東北地方では森林管理局を中心に奥

羽山脈を縦断するように森林生態系保護地域などをつなぐ幅約lkmほどのr自

然樹林帯」が設定されつつありますし，富士・箱根，丹沢などの西関東や,ILI"

ではその幟想が進められています。国有林野の新しい経営方針（1998年10月雛

定）には，各種保護林を「緑のIhl廊」でつなぐネットワーク化が中心の課題とな

っています。コリドーはいま，国有林転換のシンボルとして位置づけられていま

す。私は，自然林と野生生物を対象とした国土スケールの保全施策としてこの取

り組みを心から歓迎したい。だが，これらの構想や計画が現実となるためには，

なお一|曹の調査研究や検討，合意形成へ向けての論議が必要であるように思われ

ます。コリドーには本当にこのような働きがあるのか，デザインや構造はどのよ

うにすべきなのか。残念ながら，十分に解明され，明確な根拠があるわけではあ

②－林業技術No.6911999.10
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りません。コリドーの設定に関する研究は，世界的にも試行錯誤と模索の段階に

あるのです。

●生息地の分断化とコリドー
野生動物の絶滅や生物多様性の減少はさまざまな要因によって引き起こされま

す。生息地の消失，環境の変化や病気の流行，狩猟などによる過剰搾取，外来種

の侵入。これらは「悪魔の四重奏」などと呼ばれますが，なかでも生息地の消失

はその筆頭といえます。生息地は，普通，一挙に消失するというよりはむしろ，

生息地の部分部分が，宅地造成，道路建設，農地への転換，伐採や人工造林地へ

の転換，ゴルフ場やリゾート造成などによって，ちょうど虫食いを受ける葉のよ
むしぱ

うに，徐々に異質な空間に蝕まれるというパターンをとります。これが｢分断化」

です。この過程では，生息地全体の面積が減少することも問題ですが，一方では，

異質な空間が移動を妨げるバリアーとなるため，野生動物集団が分割されてしま

うことが見逃せません。ヨーロッパのある種の森林性のキツツキは,9km以上の

距離で分断されると移動できなくなるとか(Opdaml991),カリフォルニアの希

少種のチョウの1種は，もとの集団から1km分離されると移動数は減少し,10

km以上では移動は完全になくなる(Hal･risonel"1988)といったことが報告

されています。

移動ができない状況が続くと，分断を受けた集団は，やがて遺伝的な多様性の

減少，近親交配の進行，偶然による人口学的特性の変化(例えば

子供の性比が一方に偏ってしまう)などによって，生物学的には

＝

もろい集団となり，絶滅に至ることがあります。コリドーは生息

地の連続性を回復し,個体を交流させることで，もとの強い集団A
に戻したり，絶滅しても再生する働きがあると考えられます。コ

リドーが野生動物保全の切り札となる理由がここにあります。

●二伊､篭錘鐘ゞ
●コリドーとは

ひと口にコリドーといっても，そこにはいろいろなスケール

と構造があります。ここでは,国立公園や森林生態系保護地域な

ど大規模な生息地をつなぐコリドーを問題にしたいと思います

が，この他にも，伐採跡地に残される並木（シカの「通路林｣）

や，リスなどがよく利用する小さなr生け垣」や線状の茂み（ヘ

ッジロウ）もコリドーの1種といえます。場所別に見ると，特に

道路沿いにつくられるものをrロードサイドコリドー｣，渓流や

川沿いのものを｢河岸コリドー」などと呼ぶことがあります。高

速道路などが移動のバリアーになる場合，これをまたぐ橋状の

構造物は「エコダクト｣，下をくぐるトンネル状の空隙は「アン

ダーパス」と呼ばれます。これらの人工構造物も広い意味ではコ

リドーといえるでしょう。ついでですが,鳥や昆虫など飛翔でき

る種類では，生息地は必ずしも連続している必要はありません。

霊、漣_一r
B

C

▲図①生息地の接続｡Aはステッピング・
ストーン,Bはコリドー,Cはコリト

ーの中につくられるノード（ドット

の部分)。

林業技術No.6911999.10-⑬
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移動中に羽を休める中継地があれば，移動はできます。これは「ステッピング・

ストーン」（飛び石，図①A)と呼ばれ，コリドーそのものではありませんが，生

息地をつなげるツールの1つです。

●コリドーの功罪

コリドーの主目的は，移動する個体に｢休息地」（リフュージ)や｢隠れ場」（シ

ェルター）を提供することで，その移動を助けることにあります。しかし，この

ことが逆にマイナスに作用することがあります。それらを列挙すると：①有害動

植物や移入種の増加。コリドーはすべての動物の移動を感んにするので，経済的

に不利益な動物（例えば腱林業加害種）や生態学的に有害な動物（例えば帰化動

物）など「招かざる客」の侵入や定着も加速します。②移動が盛んになるために，

病気を拡散させます。③森林火災の延焼を引き起こしやすい。④地域的に固有な

遺伝子が移動による交雑によって消失する可能性があります。⑤コス1､が相対的

に低いために，生息地全体を拡大するといった，より有用な保全方策の導入を図

りにくくします。⑥移動中の個体は暴露されやすいため，捕食や密猟などによっ

て死亡率が増加することがあります。

多くの問題点をはらんでいます。このため，コリドーの導入はむしろ不利茄と

の主張も少なくありません。しかし，大切な観点は，「もともとつながっていたも

のを戻す」ことにあるのですから，本来の状況でも起こっていたはずの派生的な

不利益（①,②,③など）をもって，コリドーの設定をやめる理由にはなりません。

④は重要な指摘で，固有な生態系や隔離されている地域集団などを対象にはコ

リドーを設定しないことが原則です。⑤も大切な指摘でしょう。保護地域はコリ

ドーでつなぐより，条件さえあれば大きくし，まとめたほうが望ましいからです。

コリドーはやむを得ない状況における「応急手当」なのです。最後に，⑥と関連

しますが，へナイン・メリアム(HeneinandMelTiaml990)は，コリドーは

生息地をいたずらにつなげればよいわけではなく，その質は移動する際の死亡率

で表現できるとし，質の悪いコリドーによる連結は地域集団の存続にかえって悪

影響を及ぼすと述べています。コリドーのデザインや管理にとって軍要な指摘と

いえます。では，コリドーはどのようにデザインされるべきでしょうか。

●コリドーのデザイン
最近，ベイヤー・ノス(BeierandNossl998)は，世界各地で設定されてき

た多くのコリドーを吟味し，実際に利用されているか，生息地間の連続性を実現

しているか，を詳細に検証しています。それによれば，実際に利用され有効なも

のは少ないこと，反面，適切にデザインされたコリドーは高い頻度で利用され，

野生動物の保全に大きな貢献をしていることを明らかにしています。コリドーは

移動する動物の生態を十分に理解したうえで適切にデザインされなければなりま

せん。一般的な条件を挙げてみましょう。

①生息地に住むすべての動物を対象にすること。

②コリドーはあくまでも生息地の一部を構成すべきで，移動個体の事故や死亡

④－林業技術No.6911999.10
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表①メスの行動圏をベースにしたコリドーの幅
(Harrisonl992による）

を最小にし，そこで一時的に定着しても生活でき表①メスの行動圏をべ
(Harrisonl!

ること。
種場所

③効果的で効率的な連続性をつくること。分断

化された生息地内でほとんど利用されていないよ駕二謀:州
うな部分を連結するのではなく，環境条件が良好アメリカクロクマミネソタ州
で，高頻度に利用されている部分を相互に連結すピューマカリフオルニ

ボブキヤットサウスカロミ
ること。

オジロジカミネソタ州
④コリドーの長さはできる限り短いこと。 マングースタンザニア

⑤コリドーの幅はできる限り広くとること。

これらのうちで，大切な点をいくつか補足しておきましょう。まず①ですが，

すべての動物を移動できるようにするということは，該当の生息地に生息する最

も大型の種，または②との関連でいえば，蟻も広い行動圏を持つような種を対象

にすると言い換えることができるでしょう。さらに，動物の中には，例えば巨木，

樹洞木，倒木，枯損木など特殊な環境要素を必要とする種がいますが，これらの

種の移動を保障するためには，コリドーの中にもこれらの要素を配置する必要が

あります。

コリドーの形状は長さと幅で決まりますが，「迷路｣ではありませんので，長さ

はできる|股り短いことが大切です。蛇行してしまうような場合には，湾曲部分に

いわゆる「節」（ノードと呼ばれる，図①C)をつくり，付随的な生息地とするよ

うな工夫が必要です。

一方，’順は巌も重要な要素で，連続性を回復できるかどうかは主にこれにかか

っているといえます。例えば,繁殖烏の移動種数は,1W15mでは10～15種,150

mでは25～30種に増加したとの報告があります(StaufferandBestl980)。幅

には次のようなことも関係します。森林の最外部はまったく異質の環境にさらさ

れるため，1種の移行帯が形成されます。そこでは,R射量，風力，温度などの環

境条件が異なるほか，カラスやキツネなども磯んに活動するので，移動する動物

に大きな影響を与えます。これを「エッジ効果」と呼びます。このエッジ効果を

少なくするためにもl胴はより広いことが望まれます。

'lWには，はっきりしたルールがあるわけではありませんが，対象とする種の個

体がその中で生活できるという視点から,lili乳類では個体の（通常メスの）行動

|巻|の直径または一辺の長さをやや縮小した値が妥当とされています（表①,Har-

1･isonl992)。

●コリドーを巡る課題

ミネソタ州

アラスカ

ミネソタ州

カリフォルニア州

サウスカロライブー州

ミネソタ州

タンザニア

欧米でのコリドーの設定手順を見ると，ほとんどの場合，絶滅や個体数の急激

な減少が危倶されるような種や集団が存在し，その動物の移動パターン，土地利

用，行動や社会構造などが調査され，それに最も適合したコリドーが設計，設定

されるというプロセスを踏みます。まず「目標種（ターケット種)」ありきです。

これに対して，今回の「緑の回廊」椛想は，一般的な意味での生物多様性の維持

や保全に力点があり，差し迫った目標種は明碓ではありません。その意味ではや

コリドー最小幅(km)

12.0

22.0

2．0

50

2．5

0.6

0．6
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や抽象的なコリドーですが，保護地域のネットワークという点では，大きな意義

があると思われます。

この設計思想で大切なことは，きわめて広域な（本州とか四国といったスケー

ル）生物群集を対象として，それらを代表するような種，つまり森林生態系の食

物連鎖の頂点に立つような種を想定して，コリドーの基準を作成することだと思

われます。なぜなら，その種が移動できるということは，その他ほとんどすべて

の種が移動可能であることを意味し，必然的に生物多様性の維持や存続に寄与で

きると考えられるからです。このような種は「アンブレラ種」（傘種）とか「キー

ストーン種」（かなめ種)と呼ばれます。イヌワシやツキノワグマがそれに該当し

ますが，地上性哺乳類という点では後者のほうが妥当でしょう。そこで，ツキノ

ワグマを「基準」とすると，行動圏から期待されるコリドーの幅は2～4kmと

なります。この幅が実際に設定可能かどうかは地域別に検討される必要がありま

すが，現時点での目安として提案したいと思います。

ツキノワグマ（とヒグマ）を作業上の目標種にすることは，生態系の連続性が

期待されるブナ・ミズナラなどの天然広葉樹林，針広混交林と生息地がよく重な

っていること，西日本では絶滅が危倶されていること，カモシカ，ニホンリス，

ムササビ，ヤマネ，クロテンなど多くの希少な｢随伴種」（特定種と結び付いて出

現する種）がいることなどから，実際にも適切と考えられます。ただ，林業被害

や人身被害が憂慮されますので，これらが予想されるような地域では，十分に慎

重な配慮が必要でしょう。

ところで，クマを基準としたコリドーはかなり大規模なもので，いわば骨格で

あり，基幹といえます。しかしながら，生態系の連続性は「基幹コリドー」だけ

では十分とはいえません。ヒトの身体と同じように，骨格とともに血管や神経が

通い合うことが必要です。このような｢支線コリドー」（自然環境研究センター・

1998）を，基幹とともにどのように配置していくのか，これからの大きな課題と

いえるでしょう。そして，このことは，つなげるべき本体である国立公園や各種

保護地域のあり方が，野生動物保全や生物多様性の維持にとって真にふさわしい

かどうか，同時に鋭く問われているように，私には思えてなりません。

〔完〕
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われ木材や木造住宅に関連する者にとっても大き

な関心事にならざるをえない。しかし,同報告書の

最初の部分を見ても，この課題の解明が極めて困

難で，白黒をつけることが容易ではないことがわ

かる。ただ，木造住宅イコール｢シックハウス」と

ならないよう技術の向上に努めねばならない。

さて.地球環境の劣化と資源の枯渇が21世紀に

人間は日常の生活を送る居住空間を確保しなけ

ればならない。これは原始の時代から現在に至る

まで各人の大きな課題であった。人は多くの時間

をこの居住空間で過ごす｡それは家族が成長し,強

い絆で結ばれる場であり，明日への希望と健康を

得る場である。したがって，この空間が安全で心地

よく健康的であること，経済的負担も少なく長持

ちすること，が強く望まれる｡住宅の中には人間が

居ること，人がここで一生を送ること，このことが

住宅を考え，これを建設

する基本になければなら

ない。

最近，「健康住宅｣とい

う言葉をよく耳にする。

それは，裏を返せば今の

新築住宅の多くが，シッ

クハウスというべき状態

にあるという世間からの

指摘が厳しいことを示し

ており，この問題は住宅

産業界を大きく揺るがす課題となってきている。

このような情勢を受けて，関係省庁は平成8年に

｢健康住宅研究会｣を発足させたが，2年にわたる

専門家の検討を経て,平成’0年3月に報告書が出

された。

この問題には,住宅の内装材や高気密･高断熱施

工，さらには接着剤から放散されるホルムアルデ

ヒドにかかわる問題が包含されているので，われ

さて,地球環境の劣化と資源の枯渇が21世紀に

かけての人類生存にかかわる問題としてクローズ

アップされている。そして当然のことながら住宅

の生産と利用に関しても

職噸諭輔礎環境問題資源問題は避環境問題，資源問題は避

けて通れぬ問題である。

住宅建設における材料の

製造・加工，それを用い

た施工，その住宅におけ

る居住（冷暖房，増築・

改築など)，解体,解体材

の廃棄と再利用，という

全過程が環境へどのよう

な負荷を与えるか，どの

’
ようにすれば負荷を少なくすることができるかが

大きな問題となってきている。また,住宅生産に使

われる資源の持続性，安定確保も重大な問題であ

る。これらの諸問題にかかわる木造住宅建設の優

位性がしだいに明らかになってきた。まさに木造

住宅は，地球にとっての「健康住宅」と言えよう。

木造住宅建設の促進が強く望まれるところである。

Ｃ

〃

、

宮
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口林業科学技術振興所=編，ウッドチップ新用途－こんなに役立つ木のチップ，林業科学技術振興所

(a03-3264-3005),'99.7,200p･A6,¥2.500(税込み）

□H本林業経営者協会二編，平成11年度版一林業関係税制ガイドブツクー林業・木材産業税制の早わか

り,R本林業経営者協会(aO3-3584-7657),'99.7,214p･B5,¥1,429

口野添潅治=締，山村からの発信一中山間地域の明日を見据えて，楽淋需房(B03-3492-8200),'99.7,

183p・B6,¥1,800

n噸出幹雄=朧修，使いこなし炭と木酢液の本～選び方・買い方・使い方，辰巳出版（丑03-5360-

8088),'99.8,143p･A5,¥1.500

］建設省住宅局住宅生産課=監修，一目でわかる住宅品質確保促進法，国政情報センター出版局（丑

03-3476-4111),'998,97p･A5,¥1,800
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■最遊鋤議題逓的蕊篭

今日の森林整備を考えるうえで，間伐は，いまや良質材の生産・経営活動といった産業分野だ
けの問題に止まらず，森林の公益的機能・国土保全等の見地からもその重要性が高まっています。
昨年4月号での間伐企画では，帆現在の間伐環境と今日的意義"また帆現場からの間伐実行事例(成
否のポイント)〃について見てきました。今回は，木材とりわけ間伐材が，治山事業，河川･渓流
等の公共事業にも新しい利活用が始まっていること，また関連する話題などをお伝えします。無
尽蔵･廉価･天然資材…の間伐材一今各地でさまざまな工夫を凝らした間伐材の利活用が始ま
っています。

嬢壽● めぐる最近…

零
京都府における

小型木製治山ダムの導入

はまだしげはる

濱田菫治京都府農林水産部森林保全課課長補佐

京都府の森林面積は,府域の75％を占め,約34

万5000haで,このうち人工林が18万9000haと

なっています。この森林から毎年約3万6000m3

の間伐材が発生し，その約20%余りの8000m3が

何らかの形で利用され，残りのほとんどは林内に

放置されているのが現状です。

1950～70年ごろの拡大造林により，広く植林さ

れたスギやヒノキなどの人工林は，今，間伐が必

要な時期となっています。しかしながら，木材の

輸入自由化に始まる木材価格の長期低迷は林業家

の経営意欲を低下させ，間伐自体も進んでいない

のが現状です。現在，間伐材の需要は極めて低く，

市場価格も極めて安いために間伐材のほとんどが

利用されないままに林内に放置されています。

京都府では，木材を公共施設や公共事業等へ広

く導入すべく「府内産材利用推進庁内連絡会」を

設置し,府民に木の良さをPRし,自然との共生志

向を高めつつ，府内産材の需要拡大と森林の適正

な整備を図ろうとしています。

治山事業では，特に間伐材の需要拡大と間伐を

促進する観点から，また，近年公共工事等につい

て，景観に配慮し，自然にやさしい工法や施設の

開発が求められている現状から，これまで利用し

てきた簡易構造物や仮設的なものから一歩踏み出

して，主要総造物である小型治l11ダムへの導入を

計画しました。これまで，治山施設は，石から現

場練り玉石コンクリート，現場練りコンクリート

へと移行し，レデイーミクストコンクリートや鋼

材，各種の2次製品の出現と変遷してきましたが，

いずれも無機質な材料です。

水資源の保全や二酸化炭素を吸収・固定し，地

球温暖化を防止する等森林の果たす公益的な機

能・役割に対する国民の関心が高まっている今日，

特にこの森林の保全を担っている治山事業におい

ては，自然にやさしい工法，構造物の開発・導入

は最も重要な課題でもあります。

木材は，古くから，いろいろな土木榊造物に利

用されてきたことから，今後一層の利用拡大を図

るため,平成11年度から治山ダムへの導入を計画

しましたので，その概要を述べます。

●概要

平成11年度事業で3カ所のモデル地に1基当

たりの木材使用麓が18m3から85m3の木製治山

ダムを設置し，京都府立大学の石川助教授を中心

⑬－林業技術No.6911999.10
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写真②模型写真（変形入型）

とする専門家等（委託による検討委員会）と連携

しながら，木製治山ダムに適切な設計法，施工法

等を検討し，設計・積算基準等を整備します。ま

た，併せて既存の木製構造物の調査．研究を行い，

気象条件，使用樹種等と木材の耐久性との関係を

明らかにします。

（'）平成’1年度実施箇所等

①場所京都府北桑田郡京北1I1J小塩地内

事業水源森林総合整備事業

工種床固工（スギ材）

規模L=18.5m,H=2.04m,V=25.5

m3(木材戯）

構造重力式：台形型

②場所京都府舞鶴市鹿原地内

事業環境防災林整備事業

工種床固工（スギ材）

規模L=12.()m,II=2.38m,V=18.2

m3(木材雄）

椛造重力式：台形型

3場所京都府竹野郡丹場所京都府竹野郡丹後llli三山地内

蛎業森林水球境総合盤備事業

工極床間エ（スギ材・一部ヒノキ材）

規模L=21.5m,H=2.38m,V=f規模L=21.5m,H=2.38m,V=85.2

m3(木材鋪）

椛造堕力式：変形入型

<構造の説明＞

し亜力式：台形型（写真①）

木製の部材(間伐材：直径20cm)を井桁状に

%llみ'げながら巾にｲi材（栗ｲ-i等）を充填し，

安定l析血を台形剛に築設する。

伝箪力式：変形入型（写真②）

木製の部材(IIII伐材：直掻20cm)を桟木と並

木のll合せを砿み上げながら隙間に石材(礫等）

を充填し安定断面を入剛に築設する。

林業技術No.6911999.10-⑨



写真③石川助教授試行ダム

零検討会による主な調査・研究の内容

（1）木製治山ダムの耐久性の調査

近年，特に戦後日本において木製治'11ダムがほ

とんど建設されなくなった理由は，コンクリート

が一般の土木施設に使用できるように比較的安価

になったことと，木材の耐久性がコンクリーi､に

比べて低いことが挙げられる。木材の耐用年数は，

設置場所の気象条件や樹種，木材の大きさ，防腐

処理の有無等によっても異なるため一概には定め

がたいとされている。

一般に，スギ材を外気に放置すれば，5年から

7年くらいで朽ち果てると言われている。一方，

青森県では,約80年前の大正5年に建設された木

製治山ダムが現存している。このようなことから，

既設の木製施設について現地調査を行い，木製治

山ダムの腐朽・損傷程度を調査して，耐久性の調

査を行う。また，新たに設置する木製治山ダムを

設置する場所の気象条件を調査し，同時に木材の

腐朽状況を経年的に調査する。

このことから，設置場所の気象条件（気温，地

温，水温，湿度，日照等)，樹種等と木材の耐久性

との関係を明らかにする。

〈調査方法＞

①成長錐コアによる含水率と全乾密度の測定

⑩－林業技術No.6911999.10

②超音波伝播時間の測定

③ピン打ち込みによる測

定

④サンプリング調査

（2）木製治山ダムの設計法

の検討（安全性：安定

断面）

現在，コンクリートあるい

は鋼製の治山ダムは砿力式の

コンクリートダムの設計手法

を用いて設計されている。し

かしながら，木製の淵II』ダム

はコンクリーl､ダムとは異な

るため，これらの設計手法を

そのまま用いるのでは木製の

利点を発揮しがたい。木材の

Eが強い、IIIIげに対して強い）特質(繊維方向の強度が強い,IIIIげに対して強い）

を誉瞳して，木製ダムに適した描造および設計手

法を開発することが必要である。さらに，施工・

維持管理を考慮した設計も必要である。

このようなことから，木製治山ダムに適した構

造および設計法を検討し，現地城荷試験，現地観

測（気象条件，土圧，水圧）および職造計算，摸

型実験等によりこれらの設計法を確立する。

（3）木製治山ダムの施工法の検討

近年，わが国では木製治山ダムはほとんど建設

されておらず，さらに京都府内では全く建設され

ていない。このことから．木製治山ダムを安全か

つ効率的に施工するための技術は継承されていな

い。また，木製治山ダムの建設のための歩掛も繋

備されていない。

木製治山ダムは材料費は廉価であるため，施工

法が建設蜜を左右する。このため，建設費を縮小

するためにも施工法の検討が必要である。特に施

工において手間のかかる木材|司士の結合方法の改

良が重要であると考える。

このようなことから，現地施工により現状の施

工方法の欠点や問題を点検し，これらを改良する

ための手法（機械，器具，金具，形状，施工手順

等）を確立する。



写真④青森県の既設木製ダム

（4）木製治山ダムの技術指針の作成

上記(1)～(3)の研究成果を，一般の技術者にも利

用できるようにわかりやすく技術指針にまとめる

ことによって，木製治山ダムの普及と将来の技術

開発に寄与する。

鶴既存調査対象ダムの事例

①京都府立大学石川芳治助教授により試験施工さ

れた木製治山ダム（写真③)。

材料：間伐材(スギ，ヒノキ)，施工：平成10年

10月，場所：京都市左京区久多地内

②建設して41年を経て現存する木製治山ダム(写

真④)。

材料：ヒバ材,施工：昭和33年,場所：青森県

五所河原市坪毛沢

建設されて40年あまりを経て,そのままの形で

現存している要因として次のことが考えられます。

①材料に腐朽に強いヒバ材を使ったこと

②谷の常水が一定量あり，施設が常に浸水状態

にあり酸素の供給が絶たれ，腐朽の進度が抑

えられたこと

③建設後大災害を受けていないこと

④谷全体が風化侵食を受けやすい凝灰岩である

ことから，ダムの背面が短期間に満砂堆積し

たか，完成時に放水路まで埋め戻すことで堤

体が保護されたこと

この，木製治山ダムの導入については，林野庁

の指導をはじめ，京都府立大学農学部石川芳治助

教授，森林総合研究所，京都府森林組合連合会の

協力（木製治山施設検討委員会）を得て実現した

ものであり，本モデル事業の実施により，わが国

において近年ほとんど用いられてこなかった木製

の治山ダムを建設するための技術指針が確立され，

これまであまり利用されなかった間伐材の利用に

よる資源の有効利用，ひいては木材利用による環

境保全の推進に寄与することを願っています。

■
▲
お
知
ら
で
せ

誘秘琴霊罵索綴めに
第47回森林｡林業写真コンクールの締切日が変更になりました／

〒'02-0085東京都千代田区六番町7（社)日本林業技術協会「森林･林業写真コンクール」係公03-326I-5281

林業技術No.6911999.10 ⑰



ぐる最近…嬢美● め

塑里
錆r"i1間伐材強化桁の開発と

カンキョウ橋の誕生
蟄黛一
一

虻謬戸
おおかわらしょうじ

岩手大学名誉教授大河原昭二
■

卿

ども，それらは永久橋と同様，すべて堅牢な剛性

桁をベースとして構築されるため，桁の製造（大

断面集成材や鉄筋強化など）に多大の加工費がか

かり，木橋は永久橋よりも高価な施設にならざる

を得ないのが実態のように見受けられます。もち

ろん，ふるさと林道のように，個性豊かな木橋を

地域発展のシンボルとするような場合は，それも

大いに結構でしょうけれど，予算の節約を優先し

なければならない一般の山岳林道や農道の場合は，

従来の高価な木橋では導入困難であり，環境への

催しさにも浴せなくなる恐れが出てまいります。

この問題を解決するには，木材がもともと低廉

な天然資源である利点を活かし，できるだけ加工

せずに（原木のままで）強力な橋桁を開発し，大

型ﾕ|[両の走行に対しても-|一分安全で，経済的な実

用・普及型の木橋を目指す必要があるように思い

ます。特に，余剰間伐材の活用は，当世望まれる

ところでしょう。幸い，林道の多くは上流地帯を

通り，川幅が狭く，たいていは10m以内であり，

間伐材の長さで（対岸へ）届きますから，全幹材

の利川には格好な条件にあるといえるのではない

●まえがき

間伐材の有効利用につきましては，これまでに

も多くの事例が報告されていますが，今回，ここ

にご紹介しますのは，「従来の常識から見れば,構

造材には最も不向きなはずの，細くて曲がりやす
し西

い間伐材が，その劣性を長所として活かすならば，

強力な橋桁になり得る」という，いわば逆転の発

想に近い，初めての試みではないかと思います。

もとより，私自身，橋梁の専門家ではありません

が，それが逆に幸いして着想の幅が広がり，長年，

ワイヤロープに従事してきた経験が下地になって，

所望のゴールに到達できたのでした。まだ緒につ

いたばかりですので，未熟な諸点も多く，読者の

皆さんから温かいご指導，ご批判をいただければ

幸いに存じます。

鯵高価な木橋と実用型の木橋

今日，車道橘といえば，一般に鉄やコンクリー

ト製の，いわゆる永久橋だけをイメージしてしま

いますが，最近は環境への優しさや，地域振興上

の理由から木橋が見直され，その導入例もわずか

ながら増加の傾向にあるといわれています。けれ

間伐材強化桁の構造

間伐材2：ワイヤロープ
B:鉄製のキャップbC,D:枕材,G:ターンバックル

ｑ
－
ｌ
Ａ

図

⑫－林業技術No.6911999.10



でしょうか。

鍾新しい強化桁への発想転換

それならば，細くて弱い劣性の間伐材を，どの

ように強化して，重荷重に耐えられるようにする

のか…それが，今回の開発のキーポイントにほか

なりません。結論から申せば，「スパンの区分(短

縮化）機能を内蔵させるような桁」を開発すれば

よいというところに到達します。

従来の桁は，古今東西，すべて剛性の増大だけ

を強化の柱に据えてきましたが，桁の強化には，

もう一つ別の方法が残されている…つまり，桁の

全スパンを区分（分割）して荷重の戦る個々のス

パンを短縮すれば，弱い材料でも大きな荷重に耐

えられるわけです。もちろん，従来も，主桁の｢外

部」からならば独立にスパンを短縮する方法は珍

しくありませんでした。例えば河川の中間に橋脚

を立てたり，方丈やアーチを入れたりして桁を下
つ

から支えたり，鉄塔を立てて桁を上から吊ったり

(斜張橋吊り橋)…けれども，全スパンが10mそ

こそこの短い林道橋ならば，そのような大掛かり

な施設や装備を桁の外部から別途誰じなくても，

初めから桁自身の中に同様の（スパン区分･短縮）

機能を組み込むような構造を取り入れておきさえ

すればよく，そのほうがはるかに簡単でしょう。

そうすれば，あの弱い間伐材が，少ない本数の丸

太編成にもかかわらず，大荷里に耐えられるよう

になるのです。その場合，桁を下から支持する殿

写真①カンキョウ橋の誕生（東北森林管理局米代西部森林管剛静
二ツ井事務所二番沢林道）

通な陰の立て役者（女房役）は，何といっても強

靭なワイヤロープ，そして，そのワイヤロープに

強力な抗張力（したがって，桁の中間支持力）を

与えるのが，間伐材（亭主役）の曲がりやすさに

ほかなりません。間伐材が，もし鋼材のように硬

くて曲がりにくかったら，この強化法は採りがた

いことになるわけです。ここに間伐材の出番（メ

リット）があるのです。この密接な夫婦間ともい

える協力関係は，次項の構造をご覧になれば，容

易にご理解いただけるものと存じます。

⑤間伐材強化桁の構造，機能，特徴

この桁は，図①のように，間伐材とワイヤロー

プとの組み合わせによって全スパンを3区分させ，

短縮化が図れるようにした簡単な構造物であると

申し上げればよいでしょう。

いま，全スパン6mの場合を例にしますと,6

mの長さに切りそろえた平均径14cm程度の間

伐材を4本，元口と末口を交互に組み合わせ，断

面をほぼ均等にして両端部に鋼製のキャップA,

Bをかぶせ，スパンの区分点に高さ約35cmの枕

材C,Dを配置し，径20mmのワイヤロープを

A,BからそれぞれC,Dを経由して掛け渡し，タ

ーンバックルGに閉じ，最後にターンバックルを

締めて索を緊張し，桁に一定の｢反り」（キャンパ

-:cambe'･)を与えれば桁1基ができ上がりま

す。昔の木橋と違ってボルトやカスガイ止めを要

しませんから，組み立ての手間が省けるだけでは

なく，桁の穴あけによる腐朽の促進も回避される

ことになります。

この桁に荷重が掛りますと，間伐材は真っ直ぐ

になろうとしてワイヤロープの張力は急増し，そ

の分力により枕材は押し上げられ,(C,Dが橋脚

のように支持されて）スパンの3区分短縮効果が

得られることになるわけです。

この桁は，従来の剛性桁と違って，全体の弾性

変形地は多少大きくても当初設定された反りの範
たわ

囲内での変形にとどまります（僥み：deflection

の領域では使われません）から，木材ならびにワ

イヤロープの許容応力内で設計されているかぎり

安全性に問題なく，『柔よく剛を制する』桁の特徴

林業技術No.6911999.10-⑬
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図②間伐材強化桁（1基）の強度性能
（スパンの1/3:C点,2/3:D点に同時に
何噸I》を掛けたときの合計術噸21》とスパン

中央沈下j“とのIM1係）

が発揮されることになり，コンクリートや鋼材と

違って長期使川に伴う脆性疲労の恐れもなく，ま

た，使用の途上でターンバックルの増し締めによ

り桁の反りをコン'､ロールできる（初期状態を維

持できる）のも剛性桁にはない利点といってよい

でしょう。ただし，新しいワイヤロープを採用す

る場合は，橋梁の架設直後，荷重（負荷）を与え，

ワイヤロープの初期（永久）伸びを前もって除去

しておく必要があります。

●考案から架橋まで

この考案を思いついたのは2年前（古希の高齢

を迎えてからのこと）でしたが，それ力聡にかい

た餅に終わらないよう，実行Miで育ての親となっ

て，全而的にご協力いただいたのは秋田営林局

(現，東北森林管理局)でした。手順としては，ま

ず最初に，設計計算に蕪づき，上例と同じ諸元で

実物大の模型を造り，秋川県木材高度加工研究所

(能代市)で強度試験を行った結果,桁1基で15ト

ンの荷璽を十分支えられることが判明しました

(図②参照)｡これは林道規程のl等林道橋25トン

負荷の半分に相当しますので，走行車両の左右の

轍に，基ずつ対応（配置）させれば，十分目的を

達することになるわけです。

この成果に自信を得て，秋田営林局では平成10

写真②カンキョウ橋桁の施エ手順（③⑧）

枕材を配置した後，ワイヤロープを掛け渡してターン
バックルを締め，キャンパーを付けた桁を4基準備し，

小型クレーン車で吊って総台所定の位潤に配慨した。

年9月，二ツ井営林署の二番沢林道橋（スパン6

m)に早速架橋しました。ただし，橋梁のI幅員は4

mであり，車両がその上のどこを走行しても差し

支えないように設計しなくてはなりませんので，

桁は4基を使用しました（写真②参照)。ですか

ら，安全率はさらに2倍増加したことになります。

なお,桁の上には直角方向に(14cmの太さに太鼓

落としをした）間伐材を並べて桁とケブラーロー

プで固定し,その上に進行方向に,厚さ5cmの製

材版をすき間なくフローリング状にスクリュー止

めして床版を仕上げました。このため，橋全体が

ウッデイな柔らかい感触になり，(従来の木橋と違

って，せっかくの木材路面が舗装で隠されること

なく）真に環境に優しく，しかもキャンパーの曲

線美が景観と調和し，山岳地の林道橋にふさわし

い素朴な風致効果を与えてくれたように思われま

⑭一林業技術No.6911999.10



鰯
写真③カンキョウ橋とその周辺

した（写真③)。また，総軍蝋23トンの大型ダン

プを繰り返し走行させましたが全く問題なく，25

トン荷重のl等林道橘として十分であることも証

明されました(写真④)。なお蛇足ながら，この橋

は「環境に優しい」と，「間伐材強化桁」の掛け言

葉から，「カンキョウ橋｣と愛称されるようになっ

ています。

霧永久橋との比較

橋梁の上部構造のみを対象に，このカンキョウ

橋を6mスパン換算のPC桁橘と比べますと，亜

量では砕府満載のダンプカー1台分IMtであり，

経済性では建設費を約200万円節約でき，架橋作

業の負担面では小型クレーン車で間に合い，工期

は約1/5で済むこともわかりました。なお，維持

管理に関するターンバックルの増し締めは，架橋

後11カ月たつ現在，まだ1度も必喫なく，初期性

能（当初のキャンパー）が安定維持されています

ので，これからもほとんど必要ないのではないか

と思われます。

●今後の課題と展望

カンキョウ橋は，上記のように順調な滞り出し

を見せてくれ，東北森林管理局管内では今年新た

に3カ所の導入が予定されていますが，未解決の

課題は次のようです。

（1）桁の防腐対策

①早期交換方式で臨む，②防腐剤を施す，③ヒ

バ材を用いる，④雨水を遮断する，などの案が比

較検討されなければなりません。

（2）荷重の移動に伴う桁の力学的解明

写真④カンキョウ橋を走行する総重量23トンのダンプカー

また，桁の将来につきましては，①車道橋のみ

ならず歩道橋，②砂防用スリットダム，③雪国の

アーケードや建築物屋根のパネル，などへの応用

拡大が考えられます。

〈謝辞＞

この開発が日の目を見るまでの2年間，多くの方々

から多大のお世話になりました。すでに述べましたよ

うに，実行のすべてを担当されました東北森林管理局

署の関係者，特に資材の発注から架橋に至るまで，終

始中心的役割を果たされました佐藤設計指導官，実物

モデルの強度試験にご協力いただきました秋田県木

材商度加工研究所の諸先生方,現場施_[に従事されま

した藤田細の従業員，ワイヤロープ等資材の提供と現

場計測に遠路奉仕されました東京製綱KKの技術|雌

には，特記して厚くお礼申しkげます。
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犠篝● め ぐる最近の篭

木材を使った水辺環境の

再生工法

墓参
北海道立朴業試験場森林環境部流域保全科長

やないせいじ

柳井清治

紗はじめに

最近，水辺環境の保全に社会的に大きな関心が

集まり，これまでの防災『|』心から環境に配慮した

さまざまな工法が行われるようになってきました。

河川では自然石を配慨した近自然工法や多自然型

川づくり，また上流の治山・砂防ダムでも木材や

石材を張り付けた環境調和型の施設も多く見られ

ます。しかし，こうした工法の中には周辺の景観

にマッチしないものや，外見は自然を装っていて
号

も魚類が遡上できないなど，依然として生態系に

与える影響が大きいことが指摘されています。こ
かぐ

うした点から，水生生物の保全や撹乱などのダイ

ナミズムを維持しつつも，防災機能を発揮するよ

うな施設をどう造ってゆくかが大きな課題になっ

てきています。

ここで注l~Iしたのが，河川における木材の役割

です。自然河川を歩くと河畔から生産された流木

が川をせき止め，滝を造ったり，その下流に深い

淵を造る場合をよく見かけます。これまでわが国

ではこのような流木は洪水時に流出して橋脚に滞

留し，洪水被害を聡幅するなど災害要因となる邪

魔者と見られていました。しかし最近，土砂を貯

留したり河川地形を形成するための重要な役割を

担っているものとして再認識されつつあります。

本文では，木材を使って水辺環境を再生する工法

について，海外の事例や北海道での施工例を紹介

してゆきたいと思います。

⑧北アメリカにおける木材を使った

河川環境再生事業

河川周辺から倒れ込む多逓の樹木は河川内に滞

留し，変化に篇んだ河川地形を造るうえで重要で

あるといわれています。このような河川に滞留し
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た流木は北アメリカなどではLWD(=Large

WoodyDebl･is)と呼ばれ，礫や有機物を貯留し，

渓流魚類の生息環境を造るうえで重要と見られて

います。側流木が造る淵やカバー（被陰）は，サ

ケ科魚類が流ド昆虫を摂餌する安定した採餌場と

して利用されます。また大雨が降って増水した場

合の退避場や捕食者からの隠れ場を提供し，礫を

捕捉して凋樋な産卵場を作り上げます。魚類の生

息密度は倒流木の密度と相関があり，倒流木が増

すほど淵の数が増え，ギンザケの幼魚の生息密度

が増したことが報告されています。

アメリカ，カナダの太平洋沿岸河川では，こう

した事実に基づき，木材を用いて魚類生息環境を

改善する多くの事業を行っています。例えば，オ

レゴン州の|燕|有林では,i貞径1mを超える針葉樹

天然木を伐採し，｜|照10～20mの中河川内に設置

し多様な地形を造るさまざまな事業を行っていま

す。写真①に示すような，樹木を流れに直角に倒

伏させたログ（丸太）ダムは典型的な構造物です。

形態は床固め工に近く，上流から流下してくる礫

を貯留し渓床を問定し，越流した水は下流で深い

落ち込み淵を形成しています。これらの深い淵は

ギンザケ類の夏場の生息場として利用されます。

最近では，より大きな丸太を集合させて設置し，

蛇行を維持し増水時の避避場所を作ることも行わ

れています。こうした数々の工法により，河川本

来のプロセスを復元し，魚類を増殖するというの

が国有林管叫の大きな|号I的となっています。

⑥ヨーロッパにおける木材を使った治山ダム

スイスやドイツでは1900年代初頭から木材を

使った治山ダムが造られてきています。近自然工

法の発祥地であるスイス．チューリッヒ近郊の山



▲写真①アメIノカ・オレゴン州国有林における

木材による河川環境の改善事業

地を流れる小河川においては，木材や石を使った

数多くの治山施設を見ることができます。写真②

は木材を使った谷止め工で，直径20cmの針葉樹

丸太を3～6本，水平方向と流水方向に井桁状に

組んだものです。落差1.5m,1隔3mと小規模で

すが，これらが10m間隔で何十となく群で施工

されています。木製であっても，水中部分は非常

に腐れにくくなっており，水面から離れ空気に露

出した天端部分のみ腐れが見られました。また，

同様な規模で石と木材を交互に組み合わした谷止

め工も多く見られ，ブナを主体とする周辺の森林

景観に実によくマッチしています。

これらの国では防災工事を行ううえで自然環境

や景観の保全が必要とされ，ダムもコンクリート

をむき出しにするのではなく，コストはかかって

も周辺景観とマッチした石や木材を使うことが重

んじられています。また気になる木材の耐久性で

すが，安H1(未発表）の報告によると，通常で20

年以上経過したもので95%,30年で50%,条件し

だいではコンクリーI､と同じ程度の期間（約100

年間）その機能を維持しているものもあると述べ

ています。特に常に水に浸った状況にあれば，相

当長期にわたって機能を維持することが期待でき

るようです。

霧木材を使った治山工法の開発

わが国では，河川内にこれまで多くの治山・砂

防施設が設置されてきました。しかし落差の高い

ダムは遡河性魚類の遡上を妨げるなどの問題点が

▲写真②スイス・チューリッヒ近郊山地

での木製谷止め工群

指摘されています。これに代わって低落差の構造

物で土砂移動を調整する低ダム群工法も提案され

てきています。低ダム群は落差が低いことから魚

類の河川内の移動を保証するうえで有利です。こ

うしたダム群は通常コンクリートで造られますが，

木材でより倒流木に近い形態に近づける試みを行

ってみました。

石狩川水系当別川流域では，北海道岩見沢道有

林管理センターにより,1996年から木製低ダム群

が施工されました｡材料はカラマツ間伐材丸太(直

径30cm,長さ6m)とヤチダモ天然木(直径50

cm)を用い，床固めを目的とした木製ダムを合計

4基設置しました(図①)。上流部にはヤチダモ丸

太を使ったログダム，下流部にはカラマツ丸太を

組み合わせたウエッジ（くさび型）ダムとログダ

ムを造りました(写真③，④)。カラマツ丸太を使

ったウエッジダム，ログダムは丸太を2～3段に

組み，落差を30～40cmとし，構造物の間隔を

20～40mとしました。さらにウエッジダム間には

護岸と流れを変化させるためのデフレクター（水

制構造物）を施工しました。この構造物は流心に

向かって突き出した三角形構造をしており，中詰

めに周辺の礫を入れて安定化させました。すべて

の木製構造物は流出を防ぐために，丸太の下部を

コンクリートで固め土中に埋設したアンカー（高

さ1m,幅1m)にボル|､で固定されています｡下

流部のログダムは水位レベルを上げ，旧流路の復

活をねらったものです。
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傍図①木製低ダム群による渓流環境の
再生事例

|繍

▲写真③カラマツ材を用いたログダム▲写真q

施工後融雪時の大きな出水がありましたが，小

規模な洗掘はあってもアンカー基礎から壊れるほ

どの変化は起きていません。地形に関しては，施

工以前は早瀬の発達する単調な地形でしたが，施

工の結果，ウエッジダム上流には'''水により礫が

堆積し平瀬となり，下流に適度な落ち込み淵が形

成され，さらにデフレクターで流れを絞ることに

より水流に変化が生じました。魚類に関しては，

ウエッジダﾑｰド流の淵にマス類の規魚が朧卵して

いるのが観察され，サクラマス碓魚は流れの緩い

ダム上流部の平瀬や復活した二次流路に多く生息

しているのが確認されています。このように多様

な流れを造ることにより，サケ科魚類の生息環境

が改善されたと見られます。

●人工河川の産卵環境復元

過去に河川改修が行われ流れの単調な人工河川

を，木材を使って魚の生息場を改善する工法を北

海道上木部小樽土木現業所と共同で開発してみま

した。場所は道央積丹半島を流れる祇丹川で，こ

の河川はサケ科魚類の保護河川ですが,20年ほど
めいsょ

前に明渠排水事業としてコンクリートブロックと
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デフレクターロ〃

カラマツ材を用いたウエッジ（くさび型)ダム

玉石を|史つたう1,ン篭により河床固定が行われま

した。この改修の結果，サケ科の魚にとって生息

あるいは雄卵環境が著しく劣悪となり，特にサク

ラマス産卵床の分布について調べたところ，改修

lXド流部で産ﾘ|､1床の密度が著しく低いことが明ら

かになりました。

1996年，産卵環境の改良工事として，固定され

たフトン篭の取り外し，床固めとしての木製構造

物の埋設，産卵のための石礫の投入などが行われ

ました。木製構造物は高さ1m,幅2mで,直径

10cmのカラマツ間伐材を井桁状に組み，中詰め

に直径20cmほどの円礫を入れ水面に埋没設置

しました(図②)。形態は水流を集中させることを

側的としたV字構造と礫を保持する直線構造を

10mで1セットとし,全部で3セット設定してあ

ります。横断的には，両岸に既設の連結ブロック

が存在するため．これを取り外さず，もとの流路

をせばめる形で覆土し，流水面との境界にはヤナ

ギの編柵が施工してあります。施工以前は極めて

馳調な地形でしたが，施工後は木製構造物を区切

りとして、深い淵が連続的に出現する多様な地形



▲図⑫

平面図
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人工河川における木製構造物による産卵環境再生

事例

へと変化しました(写真⑤)。また，施工以前は区

間の全体的に流れは単調でしたが，施工後は異な

る流速が細かいパッチとなって分布するようにな

りました。こうした地形は，サケ科魚類の産卵場

所として好適です。施工後に確認されたサクラマ

スの産卵床は2カ所，シロザケも4カ所産卵を行

いました。施工後1年を経過した夏にサクラマス

幼魚の生息密度を調べたところ，施工区では対照

区の3倍以上に増加しており，前年の同地点にお

ける密度に比べてもほぼ2倍程度に増加したこと

が明らかになりました。

●木製構造物の意義と問題点

実際に河川に施工した現段階では，融雪や台風

などの比較的大きな出水にも耐えて，構造が維持

されています。筆者は木製榊造物を施工するメリ

ットとして以下の4点を考えています。まず，構

造自体単純で大規模なものにならないことから，

既存のダムのようなサケ科魚類の遡上の妨げにな

らない，すなわち河川生態系に与える影響が少な

く，逆に多様な地形を造ることから魚類生息場を

造り，河川の生産性を上げることができるという

ことです。また材料が木材ですので，周辺景観に

マッチしたものになります。材料としては今回は

カラマツ間伐材を用いましたが，他の天然木でも

用材として適さないような曲がったものも活用で

き，木材の有効利用につながると考えています。

4点目はコストです。施工期間も短く，費用も少

なくてすみます。

一方，今後検討すべき課題もいくつか挙げられ

▲写真⑤木工沈床による産卵場の造成

ます°鹸も問題となるのが耐久性です。前述のと

おり，条件がよければ100年近く維持できる場合

がありますが，通常では数|･年で機能が低下する

ようです。空気に触れると腐れやすいので，常に

水に浸った状態を維持することが寵要です。また

破壊されて流出した場合も想定しなければならな

いので，ある程度災害危険度を考慮した施工場所

の選択が必要になるでしょう。さらに施工の際，

これまで以上に微地形に注意を払わなければなり

ません。落差わずか10cm程度の誤差でも，造ら

れる地形は非常に違ってきます。極端な場合，水

中にあるはずの木材が水上に出てしまい，腐朽が

進む場合もありました。したがって縦断勾配を十

分考慮した，精密な施工が必要になってきます。

最後に，出水時に部分的に洗掘を受けたり材が破

損する場合がありますので，きめ細かな施設の維

持管理が重要になってきます。

鯛おわりに

わが国における木材を使った治lll・河川｣菖法は，

まだ開発の途上にあり，その機能評{llliにはさらに

時間を必要とします。しかし肢大の特徴はフレキ

シブルな点にあり，それが絶えず変化する河川生

態系にマッチすることだと言えます。将来的にさ

らに多様な形態の施設を造ることにより，山地河

川での環境と調llした｣皇法として展開することが

可能です。そして河川のプロセスを再生し，水を

ゆっくり流し付加mli値を高めることが，水資源の

保全，生物の多様性を|｣的とするこれからの流域

管理のあり方の1つと考えています。
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嫉篝●彫紘加減猛辱をめぐる最近…

施工後40～80年が経過した

ヒバ材えん堤の現況について

東北森林管理局青森分局津軽森林管理署次長

かろうじこうじ

唐牛孝司

⑧はじめに

近年，社会全体に景観や自然など環境に対する

関心が高まる中で，コンクリート等を主体とした

在来工法を見直し，現地の特質に応じて木質資材

の利用可能な箇所には，現地資材である木材の利

用を積極的に考えていくことが必要です。

当署においても，山腹工事を主体に柵工・水路

工等で間伐材の利用に努めていますが，過去にお

いて，大正5年から昭和33年までの間,津軽半島

脊梁山脈の中央に位置する岩木川の支流なる坪毛

沢流域内に，ヒバ材を利用した木製の谷止工を施

工しています｡施工後40～82年経過した木えん堤

は現在でもその機能を-1-分に果たしており，今日
こた

の社会的要望に応えられる先人たちの残してくれ

た貴重な工法であると考えられます。ここでは，

これら木えん堤の施工経緯，構造，および現在の

状況，腐朽程度を調査したので紹介します。

鰯木ダム施工経緯

(1)大正時代の木えん堤

大正初期から第一期森林治水計画(明治44～昭

和29年)の実施により，当地では，地質的に現地

骨材の採用が不可能であり，また搬路のない

当時としては，コンクリートエによる渓間工

は予算措置上からも困難な状態でした。さら

に土砂災害発生の要素が多い流域であったた

め，現地資材のヒバ被害木を活用する木えん

堤6基を直営事業で実施し，応急の流域保全

対策としたものです。

(2)昭和時代の木えん堤

昭和に入ると，第二期森林治水計画（昭和

11～35年)が実行されましたが，戦中戦後の

空白時代となりヒバ材えん堤も大雨一過流出
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の危機にさらされている状態でした。

昭和28年，治山10カ年計画に伴う本流域の治

山事業再開に当たり，既往の施工方法を採用して，

現地資材のヒバ被害木を活用する木えん堤5基を

施工しています。

鯵木えん堤の構造

大正5年に設置した木えん堤に使用されている

青森ヒバの部材は丸太のまま使用されており，結

束はボルト締めで施工されています。構造は部材

として使用した丸太を流線と直角な方向と平行な

方向に交互に敷き詰め，8段積み重ねられていま

す。堤底から放水路までの高さは2.3mです（写

真①)｡最上段は部材を流線に対して直角方向に並

べており，堤底の厚さは4.8mになっています。

上段になるにつれて堤体の厚さは減じて，最上段

の天端の厚さは1.4mです。また木えん堤の上流

側には部材を斜めにすき間なく取り付け，堤体を

保護するとともに，その中央部の部材を短くして

lm2.2mの放水路を設けています。また，各部材

の間には空隙力ざ多くあり，流水は堤体内部を通過

して流下しています。

写真①大正5年施工(L=8.0m,H=2.3m)



昭和28年に施工された木えん堤は,堤長8

In9高さは3mです。昭和に入ってから施工

されたえん堤は面取りの杣角として，安定性

を良くして使川しています。

昭和29年施工(写真②)の木えん堤は，堤

長17m,堤高3.5mです｡使用されている部

材は，現地採取の丸太を木挽きにより厚板引

割として，完全に面取りした杣角です。

昭和33年施工の木えん堤の堤長は20m,堤高

は2.5mです。現地採取の丸太を木挽きにより完

全な厚板引割として，これを部材として積木方式

に組立てされています。

●現在の木えん堤の状態

大正5年に施工した木えん堤6基は，昭和30

年代に施工したコンクリート谷止工の堆積土砂に

埋没，または土石流により流出し，現在は2基の

み，その姿をとどめています。

昭和28～33年施工された木えん堤については，

6基のうち4基が健在で，2基がコンクリート谷

止工の堆破土砂に埋没しています。

それぞれ木えん堤の現況は以下のとおりです。

大正5年施工は，水衝部の部材が磨耗によって細

くなり，結束状態が緩んで一部の部材が抜け落ち

たり，袖部の破損が見られるなど，損傷は甚だし

いものの，これら木えん堤は現在も背後に土砂を

満砂しており，本来の役目を今も十分に果たして

いると思います。

昭和20～30年代に施工された木えん堤は,袖部

などでの欠損が見られるものの，部材の磨耗はあ

まり進行しておらず，施工当ll寺の状態が維持され

ているものと見られます。

●部材の腐朽状況

木材の腐朽状況を確実に定量化することは難し

いため，木材腐朽試験機（ピロディン）を使って

木えん堤の腐朽状況を測定しています。この試験

機は直径2.5mmの金属性のピンを一定強度で

試験片に打ち込み，貫入した深さを測定するもの

で，この深さを指標として腐朽の程度を表すこと

ができます。数値が大きいほど腐朽が進んでいる

ことを示し，岐大値は40mmです。

写真②昭和29年施工(L=170m,H=3.5m)

大正5年施工の木えん堤については，放水路部

分と下流側のり部分で測定,測定値はほぼ20mm

以下の値を示し，部材の表面は硬く腐朽はあまり

進行していないように見られますが，腐朽の進ん

だ部分は洪水等の際に削り取られてしまい，腐朽

の進行が遅い部材の中心部分が現在の表面に出て

いるため，このような結果が得られたものと思わ

れます。

一方，昭和28～33年施工の木えん堤について

は，洪水，あるいは流水をかぶりにくい簡所では

腐朽部分が残り40mm以上,40mm近い値が測

定され，腐朽が進行していることを示しています。

苔が付いている部材についても，腐朽した部分が

残っていて40mmに近い値を示しています。な
は

お，ヒバ立木の樹皮を剥いで辺材部を測定したと

ころ,20,21,20の値を得ています。

●まとめ

大正5年に施工された木えん堤が,82年経過し

た現在もその機能を発揮していることは，構築材

料である「ヒバ」の優れた耐久性と腐朽しにくい

特性によるものであり，あらためて見直したとこ
い

ろです。こうした地元材料の特性を活かした先人

の知恵と技術に対して敬意を表するところです。

現在，森林土木事業の各分野において，社会的

な要求に応えるため，間伐材を中心とした木材の

利用を積極的に取り入れる動きがあります。ご紹

介した木えん堤はこうした現在の動きに十分対応

できる可能性がある工作物と思われます。木材に

は腐朽や耐久性の面でコンクリート材料に劣るこ

ともありますが，林業に携わる私たちそれぞれが，

それぞれの立場で努力してこそ利用価値を高める

ことができるものと考えています。
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嬢篝● めぐる最近…

森林土木事業等における

間伐材製品の利用について

ふじいひろき

藤井博言
'

山形県森林課森林整備室間伐材利用調鑿宇杳

．だれにでも容易に組立，施工ができる。

・間伐材を選別し工場で製作するため，規格が統

一され安心して使用できる。

・自然環境や景観に配慮した構造とする。

治山・林道事業で使用している主な製品を紹介

します。

①木製柵工（製品名：ワンタッチウッディ柵工）

工場において剥皮した間伐材をボル|､で連結し

て製品化しているため，折り畳んで運搬すること

ができる。現場においては柵工を設置し背面を土

砂等で埋め戻すだけで施工が完了する。サイズは

|幅1．8m,高さが0.5mと0.8mの2タイプがあ

る。簡易土留工，護岸工，水路工，遊歩道の階段

工等I隔広く使用している（写真①，図①参照)。

②木製護岸工（製品名：ウォーターブロック）

工場で剥皮太鼓落としした間伐材10本(横木長

さ2.0m)を縦木とボルトで連結したもので,横木

と横木の間にすき間がないため，裏込め材が流出

しない。現場では控え木をボルトで連

●はじめに

森林を健全な状態に保ち，森林が有するさまざ

まな公益的機能を発揮させるために，間伐の推進

が緊急な課題となっています。本県においても，

間伐が必要な森林の約半分しか間伐が実施されて

おらず，また，間伐材の大半が林内に放置された

ままになっていることから，計画的な間伐の推進

と併せて間伐材の利用拡大が亜要となっています。

このため,平成10年度から間伐小径材を使用し

た木製土木jlj資材を，山形県森林組合連合会と共

同で製舶化し，治lll･林道事業等に職棚的に使用

しておりますので，その概要を紹介します。

翁間伐材製品の概要

製品化するに当たっては，間伐小径材の有効活

用を図るとともに，次のようなことに配慮してい

ます。

・現場での施工を容易にし，工期の短縮が図られ

る。

しない。現場では控え木をボルトで連

結するとともに鉄筋で土中に固定する。

河川の護岸工，土留工等に使用してい

る（写真②，図②参照)。

③木製沈床工(製品名：リバーマット）

太鼓落としした間伐材2本を連結し

｜
画
■
鰯
■
■
一

ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

○
○
の

」－ﾍーー
写真①林道での木製柵工による盛土保護（ワンタッチウッディ柵エ） 図①木製柵工(側面図)(mm)

（ワンタッチウッディ柵エ）
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写真②木製資材施工モデル現地

た5種類の部材と柱材を組み合わせて枠材を
しきなり壁

組み立てる。妓下段に敷成水を敷き，カスガ

イで連結し,伜|ﾉﾘ（1.5×1.5m)にIM-i等を入
.;･たなりざ

れ，必要に応じて蓋成木を敷いて完成する。

部材の組み合わせにより縦職に延ばすことが

できる。治山ダムの下流部保護と河川の河床

保護に使用している（写真③参照)。

これらのほかにも，木製土留工，朧土補強

工等も製品化され利用されています。また間

伐材は，のり枠_1二，防風柵(写真④参照),水

路工，工事用看板，支柱，標識，階段，杭木

等土木用資材としてさまざまに活用されてい

ます。

さらに，建設省や県土木部所管の河川工事

や砂防工事等において職種的に使月]するよう

働きかけをした結果，河川工事での使用鼓が

増大してきています。

③おわりに

以上の取り組みにより,平成10年度の間伐

小径材の土木事業における使川実絃は，対前

年比7割増の2,360m3となっています。ま

た，平成11年度においては3,000m3の利用

を同標にしているところです。

今後も，間伐材の利用拡大が一・|曹図られる

ように新たな製品開発等の取り組みを行って

いきたいと考えています。

遥鍜甑 毫
一

〆

写真③木製沈床工による治山ダム下流保護（リバーマット）

I

写真④半割りした間伐材を横木に使用した防風柵

林業技術No.6911999.10-⑬
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間伐材を使用した土木工事用

パネル『間バネ君』
塵

謡"鼠捧
』

あんどうしげみ

愛知県稲武町森林組合参事安藤茂美 1静9

全国的に間伐の推進，間伐材の利用拡大が叫ば

れ大きな課題となっている中で，当組合は，平成

9年に愛知県設楽事務所林業振興課職員の研究に

協力し，間伐材を使用した土木工事用パネルを製

作しました。

これは，平成9年10月23日に東京都千代田区

公会堂で行われた第33回林道研究発表会で，「間

伐材の利用促進について（多目的利用が可能な部

材の作製)」と題して発表され，全発表件数33件

のうち3研究に対し授与される最優秀賞および林

業土木技術賞の1つとして選考されました。

間伐の推進は，林道担当者にとっても課題の1

つとして考えられ，従来から間伐材を利用するた

め，柵工等いろいろな工種を設計・施工すること

に努めてきました。しかし，これらは各l1洗事務

所，市町村単位での設計となり，それぞれの用途

に合わせて設計するため規格・形状も異なり，使

用量も限られたものとなっていました。このため，

材料としての間伐材も限られた地域での供給に頼

り，安定したものとなってはいませんでした。

これらの問題点を解決し，全県下で間伐材の利

用が進み，森林整備が進むことを期待して，新し

く間伐材を使用した森林土木用の部材が検討され

ることとなりました。

従来のように工種を検討した後，部材の寸法を

決めるのではなく，逆に多様な使用方法が考えら

れる部材の開発を計画したものです。こうすれば，

使用する事業者側の設計者は，その部材をどのよ

うな目的で，どのような場所で，どのような形態

の構造物をどれだけ造るかを検討することとなり，

従来の間伐材の使われ方のように，限られた場所

で，限定されたH的で使用されるのとは異なり，

工事現場全体が使用の対象となり，使用量も増大

させることが可能となると考えられたためです。

また，部材の供給側としても一定の使用量が確

保され，規格も一定ということになれば，いつで

も，どこでも対応できる体制を整えることができ

ます。

そこで，次のような条件を考慮して考案するこ

とになりました。

①単純な形態であること。②製作が容易である

こと(現場においても組み立てができること)。③

連続して使用する場合を想定した形状であること

(縦：横＝1：1あるいは1：2)。④数多くの工

法・工種に利用できること。

供給側から考えられる条件として，①間伐材と

して生産される木材を利用すること（従来，切り

捨てられていた材の利用も考えること)｡②無駄の

出ない規格（延長）とすること。③容易に製作で

きること(現場においても組み立てができること)。

これらの条件を勘案し，県事務所，施工業者，

森林組合等で協議し，縦50cm,横（延長)1

nl9厚み10cmの形状とすることとなりました。

間伐材として搬出される末口10cm前後の丸

太を10cm四角に挽き,1mの長さに切断し,5

本1組にして2本のボルトで固定することとしま

した。l背|定方法については，将来，材料である木

材が腐朽したのち金属のボルトが残ることを考え，

接着剤による固定等いろいろ考えましたが，材料

が乾燥材でない，接着に時間がかかる，製作後の

在庫期間中における自然乾燥による緩みの調整等

を考えた結果，ボルト締めということに落ち着き

ました。現在，圧縮した木材を丸棒加工したもの

を打ち込み，水を注入して復元させる実験もして

⑭－林業技術No.691199910



写真①林道法面保護工 写真②林道水路工
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写真③治山土留工 写真④残土処理場土留工

用した水路工（写真②参照)，『間パネ君』を縦長

に利用し,反射板を張り付け等間隔に立てた,道路

のカーブを安全に走行させるための視線誘導標，

防護柵として利用した『間柵霧』，治山事業では従

来の間伐材を利用した柵工に代わり，土留めとし

た使用例等があります(写真③,④参照)。

今後，さらに積極的に利H1を砿大していくため

の課題としては，腐朽対策，経済性等があります

が，この点についてひと言，言い添えたいことは，

間伐材がll1に楢き去りにされる理由は，搬出して

も採算が合わないからであり，間伐材を集めるこ

とには相当な努力がいるということ，また，山主

の採算に合う111i格で取り引きをすれば製品の売れ

行きが悪くなってしまうという点です。間伐材製

1W!は，多少111i格が高くても我慢して使うという姿

勢が事業者側になければ，『間パネ料』を含めて間

伐材製品の明日はないでしょう。

いますが，あまり良い結果は出ておりません。

平成9年度において，2つの町村で試験的に施

工が行われ,平成10年度からは県の省略単価表に

も単価が掲載され，県も普及に力を注いでいただ

くこととなり，生産は当稲武町森林組合で行うこ

ととなりました。

愛知県設楽事務所林業振興課では，開発当初か

らこの新製品の普及に努力され，間伐材で製作さ

れたパネルということで『間パネ荊』という愛称

まで考えていただき，昨年3月に当組合より商標

登録の申請を行い，このほど商標登録の認可が~ド

リました。

『間パネ君』の利用方法はいろいろ考えられ，実

際に行った利用方法として，法面に千鳥に配し張

り付けた法面保護工(写真①参照)，側溝の横に沿

ってH鋼を1m間隔に打ち込み,そこに『間パネ

君』を挿入した側溝保護工，水路の三面張りに利

林業技術No.6911999.10-⑮



擬篝● めぐる

熊本県における「森を育む川づくり」の取り組み事例

球磨川流域間伐材利用

協議会について
おおいわていいち

熊本県林務水産部林業振興課木材流通対策室参事大岩禎一
望

●はじめに

熊本県南部に位置し，宮崎県，鹿児島県と接す

る球磨川流域は，県内森林面積の約4割を占める

21万ha(国有林37千ha,民有林173千ha)の

森林を有する県内最大の森林地帯である。特に当

流域民有林は，スギ，ヒノキの人工林が75％を占

め，その大部分が間伐対象林分であり，かつ当地

域は多くのダムを有し，森林の終備，特に間伐の

実行は喫緊の課題である。

このような中，建設省八代工事事務所，旧八代

営林署(熊本南部森林管理署八代事務所)，熊本県

林業振興課木材流通対策室の三者は協議を行い，

河川事業に，この流域内で発生した間伐材を使用

することは，適正な森林管理が進むことになり，

河川が本来有する水資源かん蕊等の公茄的機能を

向上させるだけでなく，地球温暖化防止や災害の

防止，森林所有者の経営意欲の向上，林業の振興

等流域全体として意義があるという基本的な考え

に至った。

鐙球磨川流域内間伐材利用協議会の構成

以上のような現状認識から，建設省，林野庁お

よび熊本県と連携を図りながら球磨川流域内の間

伐材を利用した川づくりを行うことにより，流域

における間伐を推進し，森林を適正に管理すると
も。 唯<･〈

ともに「自然を活かした川」および「森を育む川

づくり」を推進し，河川工事のコスト縮減，地域

林業の活性化，地球環境の保全等に寄与するため

間伐材の需要，供給等について連絡および調整，

意見の集約を行うことを目的として，九州地区で

は初めて「球磨川流域内間伐材利用協議会」を発

足させた。メンバーは，建設省八代工事事務所副

所長、熊本南部森林管理署八代事務所長，熊本南

⑳－林業技術No.6911999.10

部森林管理署長,熊本県林業振興課長,熊本県河川

課長,学識経験者2名,熊本県森林組合連合会専務

理事，熊本県木材協会連合会副会長の9名である。

また，協議会に実務を担当する作業部会を置き，

八代工事事務所調査第一課や工事担当課，森林管

理署流域管理調整官，県木材流通対策室，県出先

該当林務課，県河川課，工事箇所該当市町村林務

および建設担当課，県森林組合連合会および該当

地域森林組合の事務担当者で構成されている。

鯵間伐材供給の仕組み

間伐材を利用できる河川工事が発生した場合は，

県森林組合連合会が八代工事事務所の依頼を受け

流域内の森林組合から間伐材を調達し，土木資材

としての加工を施し工事受注者に納材する仕組み

になっている。

●荒瀬ダム魚道工事に係る

間伐材を利用した河川整備

建設省八代工事事務所による，球磨川にある県

営荒瀬ダム（八代郡坂本村）の「魚道設置」に伴

い，毎秒0．5トンの維持流量が常時流下すること

になる。これに伴って，同工事事務所は下流約2
そ

kmの区間でアユ等の魚類の遡上を助ける流れを

創出するため，間伐材を利用した「水制工」と魚

道観察のための施設としてログハウス風の「木造

魚道観察施設」などを平成11年から12年までに

整備する（写真①参照)。

水制工の構造は，カゴ状に丸棒加工した間伐材

を金属のボルトで組み立てたものに玉石を中詰め

し，継ぎ足して設置していくものである（図①お

よび写真②参照)。

間伐材の使用量としては2カ年間で約1，700

m3(丸棒換算）力：予定されている。間伐材の調達



－－－ﾏﾏ

写真①魚道を湖上する魚（水位を下げた魚道観察窓）

は，県森林組合連合会が工事事務所からの依頼を

受け，森林組合と国有林に間伐材を発注。なお，

坂本村には丸棒加工施設がないため，流域内の丸

棒工場で加工され，製品は組立ユニットごとにま

とめて工事現場へ搬入される。

鐙八代工事事務所の基本コンセプト

エ事の基本的方針は，下記のとおりである。

①対象区間は，「自然素材を用いた川づくり｣にお

ける間伐材利用モデル区間に位置づける。②木材

を利用した川づくりは，材料の耐久性・強度等に

ついて今後調査研究および追跡調査を進めていく。

ここでは，対象とする施設の強度・寿命をr年平

均最大流量規模の出水に耐えられる程度の施設」

と位置づける。③平水時の流況改善という特殊状

況下における施設であり，目標とする流況の創出

に水理的，また魚類の生態から見た裏付けが難し

いため，施設の改変を前提とした試験的施設とし

写真②関係者一同による水制エ組立検討会のようす

て位置づける。

鯵おわりに

今後の問題点としては，①間伐材を丸棒加工す

るための加工費を設計に計上する必要がある，②

魚類や環境への配慮から防腐処理ができないため，

耐用年数が不明，③建設後の維持補修のための追

跡調査が必要，などが挙げられる。

間伐材を土木資材として利用する取り組みは，

一工事事務所の使用量には限りがあるので，大々

的にPRを行うことで波及効果を期待している。

さらに，全県的な取り組みとしての広がりの中

で，山村地域の基幹産業である林業・木材産業の

活性化につながるばかりでなく，木材が地球環境

や生活環境に優しい土木資材として認識されるた

めにも，全国各地の情報交換等による普及活動の

協力体制が必要ではないかと考えている。

林業技術No.6911999.10-⑳



一鰄黛唾溌謝潔蕊鷺鰯蕊

鰯議論

治山技術基準く総則｡山地治山事業>の

改正について
林野庁計画課施工企画調薬官宰

1．治山技術基準改正の趣旨2．技術基準改正の基本的スタンス

治山技術基準は，治山事業の調査，計画，設計技術基準は，治山事業を行ううえで必要とされ

を実施するために必要な技術上の基本的諸事項をる技術的水準，施設の性能等を全国統一的な基準

示し，治山事業に係る技術水準の維持および向上として示すものである。

を図るとともに，事業の合理化に資することを目一方，治山事業を実施する箇所は，各地区，現

的として昭和46年に制定され，その後昭和58年場によって諸条件が大きく異なることから，さま

に大幅な改正を行って以来,15年間のうち2回のざまな条件に応じた適切な計画・設計を行うこと

一部改正（開閉装置付き水抜き孔，治山ダムの耐が必要とされている。

震設計）を行ったのみであった。このためには，計画・設計を行ううえで基本と

今回，社会的要請の増大，新しい技術への対応なる事項を明確に示すとともに現場の諸条件に応

等を目的として,見直しを行ったところである(表じた弾力的な運用が行われなければならない。例

①参照)。えば，治山ダムの計画勾配について見ると，旧基

準の｢現渓床勾配の2／3か

表①治山技術基準（総則．山地治山事業）改正の内容ら1／2を計画勾配とする」

改正の理由

社会的要請等の

大きい事項

環境保全

土石流,地震，

山地災害対策

落石対策

コスト縮減

その他

新しい技術への対応

記述の適正化

工種の目的等の明確化

改正の内容

･環境調査を新規制定

･計画の基本理念に『環境への配慮」を追加

･荒廃危険地調査を新規制定

･治山ダムの設計荷重に土石流流体力を追加

･土留工の設計荷重に地震等を考慮した荷重を追加

落石荒廃地調査を新規制定

落石防止工を新規制定

重力式治山ダムの下流のり勾配基準の緩和

十留丁裏込め材料の見直し

猿強土工を新規制定

のり枠工の記述を充実

バツトレスダム，スリットダムの記述を充実

穂強十王を新規制定

十留工裏込め材料の見直し

治山ダムの方向の見直し

治山ダムの計画勾配の見直し

治山ダムの伸縮継目の見直し

u鱈工の工種の分類の見直し，目的の明確化

⑳－林業技術No.6911999.10

という記述に基づき，現場

条件にかかわらずこの勾配

を一律的に適用し，その結

果，不適切な施設計画とな

っている等の例が見受けら

れる。したがって，このよ

うな各現場条件によって決

定すべき数値，条件等につ

いては記述を削除し，基本

的考え方を技術基準に記述

することとした。

3．検討方法

本基準の検討に当たって

は，林野庁内に関係課担当

官によって椛成する治山技

術基準検討作業グループを

設置して内部検討を進め，

その後，森林管理局，県の



斜面切取工

転石整理工
不安定な浮石の除去まだは安定勾配に斜面を切り直す工法

落石予防工’ |被覆工’ マトリックスや岩目間充填物の風化，侵食，流出を防止する工法

固
根
定
固
工
工 浮石・転石の固定または安定化を図る工法

緩衝材を用いて落石の衝突エネルギーを構造部材の降伏点荷重以内に収

める剛構造の構造物を用いる工法

＝
落石防護壁丁

落石防護士留工 十留工タイプの擁壁工

落石防護柵工 落石の衝突エネルギーを部材の変形で吸収する構造物を用いる工法

金網と地山の間の衝突により衝撃力を減殺させながら安全に落石を落下
させる工法

落石防護網工

樹木の根系による緊縛効果，樹幹による落石エネルギー減殺効果を期待
する工法|森林造成’

図①落石防止工法およびその特徴

治山事業担当者および森林総合研究所担当官を交

えた実務担当者による3回の検討会を経て改正案

を作成し，森林整備技術検討委員会（構成メンバ

ー：林野庁,森林管理局の代表,都道府県の代表）

において審議承認されたものである。

なお,今回の技術基準改正は,平成11年3月26

日付け，林野庁長官名で通達され,10月1日以降

の治山事業について適用されることとなっている。

ただし，設計等が終了している場合および設計等

に着手している場合については，従来の基準によ

って実施することができることとしている。

4．各論

以下に，今回の改正の主な点を述べる。

（1）環境調査の新設

環境調査は，治山事業と環境との調和を図る観

点から定めたもので，防災事業の一翼を担う治山

事業においても環境に対する十分な配慮が一層必

要となっており，「何に対して｣，「どのような点に

注意して｣，「どのようにするか」を明確にしたう

えで事業を実施するために，それぞれの調査方法

について概括的な考え方を示すとともに．必要に

応じて予測，検討を行うこととした。

調査を行うに当たっては，

①事業対象地のみならずその周辺環境にも配慮

すること

②場合によっては，学識経験者等の意見を聴く

等の場を設けること

③本調査の結果を施設計画・設計・工事に的確

に反映させること

が重要であると考えている。

（2）落石対策の新設

落石対策は，近年治山事業においても積極的に

実施されている。落石防止施設は，保全対策が人

家等に係るものであることから，慎重な計画・設

計が求められる。また，技術基準制定の要望も多

かったことから今回新規制定することとした。こ

の際に,落石対策工法を以下のとおり区分した(図

①参照)。

ア．落石予防工…落石発生源での対策で，落石の

おそれのある岩石を除去あるいは固定するもの

である。対象とする岩石が静止状態であるので

効果的な対策である。

林業技術No.6911999.10-⑳



水の戯，速度等で決まってくるものであるが，

治III工事を実施する箇所は，上流から供給され

る｝:砂，水が常に変化することから，例えば，

既設ダムの堆砂勾配が形成されたのと同じ状況

が再現されたとすると同様の勾配が形成される

と考えられることによるものである。

ウ．袖天端の勾配…土砂供給の多い渓流において

は，洪水時に流鵬してきた土砂の一部はダムの

堆砂域で唯砂するが，その次に流れてきた土砂

は，その堆積している土砂の周りを回り込むか

乗り越えて放水路まで流れることとなる。その

際に袖の勾配が計画勾配と同じであれば，袖を

乗り越える可能性があることから，両岸に向か

って計画勾配と同程度かそれ以上の勾配をつけ

ることとした。

エ．ダムの下流のり･･･治山ダムの下流のりは，経

験的に2分または3分としていたところである

が，流ll1土砂の粒径が小さく，かつその量が少

ない場合においては，摩擦による損傷が少ない

と考えられることから，これよりも緩い下流の

りを用いることができることとした。

オ．土石流荷重の考慮…土石流に対する構造物の

安定については，土石流フロントを形成する巨

石による衡繋力と土石流全体としての流体力の

2つの要素に対して，ともに安全であればよい

との考え方で基準を制定した。

衝撃力に対しては，ダム本体の厚さで対応す

ることとし，流体力は，構造物全体が安定であ

るとの考え方とした（図③参照)。

力．コンクリートの単位体積重量…治山ダムに用

いられているコンクリート重量を全国調査した

結果に基づき，試験を行わない場合については

22.1kNとした。

（4）土留工設計に関する改訂項目

土留工の設計において，安定計算に用いる荷重

として，次の場合に地震を考慮した荷重を加える

こととした。

①高さ8.0mを超える土留工

②倒壊が付近に重大な損害を与えたり復旧が困

難なものなど、地震を考慮する必要があると

渓床

11渓床

ｒ
ｌ

図〈2、ダムの方向の例

イ．落石防護工･･･落石の落下運動中の対策で，落

石の発生源から保全対象に至るlll腹斜面におい

て落行を直接抑止するものである。

ウ．森林造成･･･落澗の発生予防または樹幹による

落石エネルギー減殺効果をHIWとするものであ

る。しかし，成林するまで長期間を要し，また，

規模の大きな落fiには対応できない。

この3つの方法のそれぞれを補完し得るよう各

工随の特徴を勘案し，組み合わせて対紫を行うこ

とが重要である。

（3）治山ダム設計に関する改訂項目

治山ダムの設計に関する主な改訂項l-lは以下の

とおりである。

ア．ダムの方向…治山ダムの放水路の越流水は，

ダムの直角方向に流れることから，計im簡所

上・下流およびダム自体に最も影響を及ぼさな

いようにするために，治1I1ダムの方l尚jは，原則

として放水路中心点において，計画箇所下流の

流心線に直角にするものとした（図②参照)。

イ．計画勾配…治山ダムの計画勾配は，渓床を織

成する砂礫の形状，粒径および流逓等を考慮し、

現渓床で安定と見られる区間の勾配を参考にし

て決定するものとした。

この考え方は，渓床勾配は，その箇所へ流入

する土砂および土砂を運搬する水の2つの要素

で主として決まり．上砂の城．粒径、形状等，

③－林業技術No6911999.10
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図紗流体力を考臘した荷重の例

へ〃

のり

材．

縦人ｲ’
rくり面

図4補強土工の例

認められる土紹工

(5)補強土工の新設

袖強|:工は，

①|榊|猟i等の発達している切土軟岩あるいは!|，

I班消のりilliの応力解放の抑止

②地すべりIniを有しない風化軟岩を主体とする

のり1niの小崩熔防I上

③礁士の安定化

等のI-l的で，治山工事においても近年用いられて

きており，新技術への対応という観点から，治山

技術基準に新規制定したものである（図④参照)。
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"間伐診断システム”を開発

西森正信高知県森林救援隊（流域林業活性化センターによど川）

1．はじめに

「流域林業活性化センターによど川｣では，パソコン

を利川して間伐聯業が赤‘ドか黒字か，またその金額は

いくらか等の拠益はもちろん，赤字の場合，生産効率

をいくらにアップすればよいのか，絲灘をいくらに仰

を行い，4つの凶fの具体的な数値を算出（決定）し

その関連を見るシステムが「間伐診断システム」です。

3．材積（丸太本数）の予測方法

材積の予測は伐採する立木の「11m簡直従」と「細り」

により採材本数（ﾒL太本数）とそれぞれの水｢1径を決

えればペイするのか，など採算ベース

を茶とした側伐斗喋の経営診断が簡単

に行える「間伐診断システムJを開発

し，平成11年2月に公|附しました。間

伐する森林について,IIli樅や樹木の直

従，市況等のデータおよび伐採，搬出

にかかる見込み経溌等を入力すると即

座に損益がわかり，間伐事業の経営診

断ができます。さらに将来，所得補償

制度,illi格保証制度が具体化された場

合，その金額を提示（算出）すること

ができ，また，立木で販売する森林所

有科のために，立木lilli絡の評定もでき

るようになっています。

、F成11年5ﾉ]には内容をさらに充

実させ,「間伐診断システムVe1･．2」と

して改訂版の公|淵を行いました｡(造材

の際，どのように採材したら行利かと

いうことを検索できる「採材決定シス

テム」を新たにIﾉ1念しました｡）

2．システムの基本的な考え方

図①に見られる関係から材俄をある

綴度正確に予測することができれば，

丸太のlllli値(A),搬III経礎(B)は4つ

の悶子（1.木材単Ⅲi,2.賃金単Ⅲi,3.

作業効率，4人件識以外の経識）で決

定されます。損益は(A)と(B)のバ

ランス，損益分岐点は(A)と(B)の

均衡点ということですから，搬IIIされ

る材積と4つの因子を押さえさえすれ

ば事前の診断は1II能である，というこ

とが基本的な考え方です。材職の予測

ロ
も
■
可
、
ｈ
■
可
、
Ｌ
■

一
㎡
本

診
０
０

－
慨
－
６
咽

－
１
一
太
く

ｒ
、
！
」
丸

Ｌ
■
■
ｖ
、
皇
も
■
可
、
ｂ
●
“

、
、
０
Ｊ

一
㎡
本

－
０
０

－
林
一
ｍ
ｍ

一
山
一
く

〆
字
、

ｒ
ｉ
』
鋤

(歩留まり60％）

(材積）
…

＞

|“ 「丸太の価値」<A=O>

①販売金額言蝿､寒唖
｢立木の価値」

基本的には<A-B>

※市場価逆算法

経塾<B=@+@>

②人件没＝延べ人役

｜｜

材樅＊
……

＊[扇軍而1

(1/雁羅1)

LLⅢ↑あたり経費’③詣経災＝材械＊
……P図①

立木 丸太

胸,Wil.

l8cIII

A胸高18
14(Ⅶ1 10clll 6(:111

本数の予測

1本・・

（胸高直径が必要）

－3本

材積の予測

○㎡．．・・・・

幹材積表

（樹高と胸高直径が必要）

本システムではこの数値は

必要としないので算出して

いません

図②

．，一・Vnf

末口閥乗法

(末口径と材長が必要）

1本目014*0.14*3

2本目（)10*(1.1()*3

3本目（).(}6*(1.06*3 トッ
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－＞予測

1本の立木から

丸太数材砿V

lV

lV

IV

2V

2V

3V

データ

伐採木澗査

径級本数(材禰）

810

1020

1230

1420

1610

1810

:l･100(100)

全休の

金額

木材単価

，

全体の丸太の

本数B材稜C

10V*B

20V*B

30V*B

40V*B

20V＊B

30V*B

15060

、間伐で伐採する立木
を決めている場合（皆伐
にも対応できます）

郡
一
吋
一
吋
一
触
一
郡
一
吋
一
岬15.Coo円

L－－歩留まり60%－－－」

②間伐で伐採する立木
を決めていない場合（伐
採する立木の予測が必要
となります）

|Ⅲ伐率が20％の場合

＞予測データ

ブロット調査

径級立木本数

810

1020

1230

1420

16|10

181()

計100

間伐予測の

伐採本数20

1本の立木から

丸太本数

全体の

丸太本数

２
ｌ
４
ｌ
６
８
－
４
ｌ
６
ｌ
邪

Ｚ
－
４
ｌ
６
４
－
２
ｌ
２
｜
加

１
－
１
’
１
２
－
２
’
３
｜
’

岻
一
昭

材積，金額の算出方法は(1)と同じ

jf水的には以kの方法で本数〈材硫）を決定し予測値としています。

*3m4m割合

3m材

*6m出現割合

6m材

＊品質割合

直材

曲材

大曲材

定し材積を予測（算出）します。

胸高直径18cI11の立木を例にとると,図②のようなパ

ターンになります。

径級ごとの採材パターンをあらかじめ決めておき，

径級ごとの立木本数のデータから，全体の丸太本数，

材積を予測します。毎木調査の方法は「伐採する木」

か「プロッI、（標準地)」のどちらかになりますが両者

のいずれでも材穣（本数）の予測ができます。

4．『間伐診断システム」の検証事例

平成11年3月171Iに聞知県霄北村で実施した「嶺

北，伊野地区AG･森林宵林政協議会の間伐現地研修」

でのデータを入力し，「診断茜」を作成してみます。

①樹種スギ

②面蔽().14ha

③「プロット」の而績16()m2

④間伐率20％

⑤毎水調査「プロット洲奔」

50％

()％

％
％
％

０
０
０

５
３
２｜計’25

⑥経費

損料等2,710円r作業効率,経識

一覧表｣より

木材運搬料2,5001'1(nf当たり）

市場経費はえ立て1.050円（〃）

手数料7％

⑦作業効率1m$(m3/人）

⑧賃金単価10,0001II

⑨補助金OI:'1(m3当たり，また

はha当たり）

⑩市況高知県森連共販所

以上のデータを入力をすると,｢診断鱒｣ができます。
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2016
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｢診断書」の内容く抜粋＞

搬出材械

搬出丸太本数

必要延べ人役

木材売り上げ金額

平均木材単価

諸経費単価

損益（補助金なし）

4.7411f

119*

5人

58．526円

12,351円

7．125m

-22.6201W

＜所見＞以~ドの5項目について具体的な数値を置き換えて検討するこ

とができます。

①必要助成額についてく所得補償制度，価格保証制度における具

体的な金額を提示＞

②木材噸Wiiについてく搬出材の違いによる収益性を提示＞
③捕助金についてく補助金の効率性，および適正金額を提

示＞

④山手代についてく森林所有者への支払い可能額を提示＞
⑤限界数値についてく間伐事業の経営限界数値を提示＞

損益分岐点

①賃金単価

②作業効率

③木材単価

④諸経挫

一

｡ 22611l

1.91

125FI

351円

皿
－
２

5．「診断書」の見方

(1)損益

間伐事業の損爺を具体的な数値で表示します。事例

では22,620円の赤字です。

(2)損益分岐点

収支が±0になる数値を表示します。事業の診断

は4つの因~j雀を総合的に検討しなければなりません

が，各因子を個別に検討すると次のとおりです。

①賃金単価：間伐事業の1人役の賃が算定されます。

自伐の場合は1日当たりの1ｺ分の蔵であり，雁用の

場合はこの金額で雇わなければ赤錬j篭になってしまう

という数値（金額）です。損益が赤字のときは，茂

金をこの金額に抑えれば，赤字は解消します。今l''l

の診断書は損益が赤字なので,5,226111までしか慨

金が支払えないということです。

②作業効率：損益が赤字のときは，この作業効率ま

でアップすることができれば，赤字は解消します。

事例は損益が赤字なので,作業効率を1.91までアッ

プしなければ赤字は解消されないということです。

③平均木材単価：損益が赤字のときは,I|f況が好転

し，平均木材単illiがこの金額(17,125III)を確保で

きるのであれば，赤字は解消します。単価が現実的

に手の届く数値か否かで間伐を実行するか否かを判

断します。どのように市況が好転しても届かない数

値であれば間伐材の搬出は無理です。また，損益が

黒字の場合は，市況の落ち込みがあっても，平均木

材単価がこの金額までのダウンで収まるのならば赤

字にはならないということを意味します。

④諸経費：人件費以外の11f当たり経溌です。赤字の

ときは，諸経費をこの金額までに抑えることができ

れば赤字は解消します。2,351円という数値が表示

されていますが，今回の場合，市場への運搬費だけ

で2.5()0円かかるので諸経費だけの抑制で赤字を解

消することは厳しいものがあります。損益が黒字の

場合は，諸経費単価をこの金額までアップしても赤

字にはならないということです。

6間伐事業実施後のデータ処理

事業実施後に必要なデータは市場の｢仕切書」と｢収

支明lll齋」です。

実紙データを人力すると｢診断書実績」「間伐診断シ

ステム検証結果表」が作成できます。また，所得補償

基準値を定め入力すると「所得補償金確定書」ができ

ます。

丸太の本数はほぼ予測どおりですが,材穂が17％増

えています。本数が同じで材積が多いということは，

末｢1径が予測より大きかったということです。「細り

炎」に原因があるか，そうでなければ，実際に伐採さ

れた立木が胸高直径の大きい方へシフトしたものと考

｢間伐診断システム検証結果表」の内容く抜粋＞

予測値 実績値区分

丸太本数

丸太材獄

木材売上金額

平均木材単価

楓益

９
４
６
１
０

１
７
２
５
２

１

５
３
６

１Ｊ
↑
Ｂ
Ｇ
●

８
２
ワ
）

５
１
ワ
ー

121

55

610

720

168

5

。
。

０
２
４

句
Ｊ
１
９
１
▲
勺
１
４

損益分岐点

①賃金単価

②作業効率

③木材･単価

④諾経溌

６
１
５
１

？
》
９
２
－
，

ワ
》
１
３

１

？

。
■

Ｆ
Ｄ
戸
』
ワ
】

１

１
。
《
。
Ｑ
》
、
□

勺
１
－
●
。
旬
Ｉ
１
１

６
．
２
７

１

ｆ

。
ザ

５
５
３
１
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えられます。データが「プロット調森」の場合どの立

木が伐採されるかという予測は雌しいものがあります。

パターンからどれくらいシフ1､するかが，そのまま誤

差となります。金額も20％の誤簾が出ていますが,金

額の誤差は材積の誤差に加えて，入力する木材単lllliの

妥当性，および品質割合の予見に大きく左称されます。

本来はそのあたりもコンピュータに判断させたいので

すが，このシステムは表計算のソフトを使っています

ので，そのようなファジーな数値を箙碓に予測するこ

とは困難です。今後さらに検証を重ね，誤差が州る原

因を突き詰め，システムをさらにバージョンアップさ

せたいと考えています。

7．おわりに

当センターでは，このシステムを利用して，森林施

業モデル団地事業および，森林ボランティア（森林救

援隊）事業を実践し，あわせて|剛システムの検証を行

っています。

「間伐診断システム｣および｢森林施業モデル団地事業」

「森林ボランティア（森林救援隊）事業」の詳しい資料

を希望の方は当センター事務局までご一報ください。

【問い合わせはr流域林業活性化センターによど川」

事務局長西森】

所在地術知県仔川部伊野町1381

'1,ELO88-893-3612FAXO88-893-0464

Eメールshinichi_miyazaki@ken4.pref.kochi.jp

＊＊＊

簡易な樹高測定器の考案-N式測高板一

仲田貴三森林インストラクター（山梨県・竜王町）

し，第2から第4H嘘を樹高測定目盛としたもので，

第2目磯は測定樹木までの水平距離Nが任意(Xm)

樹高は直接測定することは極めて困雌であり．この

ため従来多くの間接測定方式が考えられていますが，

高価な精密測定機器はともかく，廉iliiで実用性の商い

測定器の普及が望まれるところです。

私は，以下に紹介する簡便で実用性のある樹高の測

定器・略称『N式測高板』を考案して，森林調査のほ

か森林インストラクター活動の自然観察会などで紹

介・使用して大変好評を得ていますので，ここに報告

して林業関係者や小'lj学生の教材として利用して欲し

いと思います（実用新案登録申請中)。

1.N式測高板の特徴と構造説明

①N式測高板は，測定木までの距離と，樹頂への仰角

を基準とした測定法で，基本的には従来の各種測高器

と同じですが，次のような特徴があります。

③測定目儲りを直線で表示したため，同催り間|胴が

ほぼ等似となり読みやすく，測定淵度が向Iした。

⑥構造が簡単，測定操作は簡便，携帯に便利で，か

つ作成経費は格安。

②N式測高板は，13×18cI11'程腱のベニヤ板を基撚とし

て，その長辺を視線A－Bとして，そのA－B視線に

平行した4本の目盛により構成され，この目儒線と，

仰角によって示される錘線との交点を読むことによっ

て仰角度・樹高を知ることができます（図①参照)。

すなわち視線の左側から第1の｢I蝶は仰角度を表示

し
図
①
Ｎ
式
測
高
板
ソ
フ
ト
（
Ｂ
点
か
ら
雛
を
つ
る
し
て
使
川
）

一---一ー－－－ーー~~1

｢－－－－.一~~一
N式測高板！

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
１
１
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
１
１
ｌ

”

（

③ (垂5詞

|｜
に
__－_り,り蝋り鱗(ﾊ"亭火に蹴火ｺビー)－－－’
)線奄恢の一辺に合わせる.(視線とする）
他剛の既には矢印の辺にストローを貼りつけて兇通す
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図②水平長の測定模式

C D

2’

鴨

､橋の長さをC－Dとしたとき，これに直角で，橋の提さに近い距離で20mまたは30m
のn倍となる地点をP測点とすれば，測高板の第2，または第3目朧のn倍がC－Dの
長さとして読み取れます。

9測定方法は,P点に立って左手で測高板を水平に保持しながらDを測視する。

このとき右手で錘糸を測高板の0同感に合わせて，水平に軽く引っ張る。
3右手の錘糸を動かさずに，測高板のB点を中心として測高板のみを軽く動かしてC点を
測視したとき，錘糸の示す第2または第3目盛のn倍が求める橋の長さとなります。
p測高板のH盛が右回りであるため，測定対象の橋，川幅は向かって右側を0として測視
する必要があります。
aこの測定には，若干の操作のコツが必要ですが，数|画lの繰り返しにより習得できます。

1

●測高仮は水平にして使用

のときの樹高係数を示し，第3目盛は測定樹木までの

水平距離Nが20mのとき，第4F1盛は水平距離Nを

30mとしたときの測定樹高を読むことができます。

2.N式測高板の作成方法

①N式測高板はその構造上，目盛線がA－B視線から

離れるほど（板が大きいほど）測定の糖度がよくなり

ますが，操作や携帯上からA6～B6判程度の大きさ

が適当です。

測高目盛は簡単な計算により，任意の水平距離での

I亭1磯の作成が可能ですが，実用上は前記の4本の同盛

で十分です。

②作成の簡便法としては，図①のN式測高板ソフトを

切り抜き，2倍程度に拡大コピーしてハガキより少し

大きめのベニヤ板等の左側の一辺に切取線（視線）を

合わせて貼りつけ,B点から細い赤糸等で錘をつるせ

ば完成です。

糸の長さは板幅の2倍程度，錘は糸の太さにより

10～209程度で調整します。

錘は座金などの平らなものを使い，測高板の裏面に

封筒のポケットを貼りつけて携帯時の収納場所としま

す。

③測高板の上辺部A－Bに平行に，ストローをテープ

で貼りつけて視線ののぞき窓を作ると，標定が容易に

なります（ストローがない場合には，測高板を目から

30cmくらい離して視線を合わせると標定が容易にな

ります)。

3.N式測高板の使用方法
①測定の位臘は，第一義的には測定樹木から水平距離

20mまたは30mの地点で，樹木の頂点が見える位置

を選定します。

測定樹木までの水平距離Nを,20m,30mとしたと

き，測高板のA－B線を見通して樹木の頂点を見ると

錘の赤糸と第3・第4目磯のNm縦線との交点が視線

以上の樹高（樹木の頂点から目の高さまでの樹高）と

して示されます。

②水平距離が20m，30mの地点においても樹頂が見

⑯－林業技術No.6911999.10

えないときは，樹頂の見える所(仰角が30～45度くら

いが最善です）を探してそこで測定します。この場合

は測定樹木までの水平距離Xmに，第2目盛の樹高係

数を乗じれば視線以上の樹高（樹木の頂点から目の高

さまでの樹高）となります。

③さらに樹元部が目の高さより低い位置にあれば，伏

角を測定して前項の_上部樹高を加算して全樹高としま

す（樹元部が目の高さより高ければ，仰角を測り，上

部樹高から引算して樹高を求めます)。

④また測定樹木の幹までの水平距離Nが,例えば15m

のときは第4目盛を1/2として読み，また水平距離N

が40mのときは第3目盛を2倍にして読むことで臨

機応変な対応もできます。

⑤測高板のB点の穴はできるだけ小さくし，糸の抵抗

を少なくするとともに錘の揺れに注意すれば，高い精

陛が得られます。

なお，測定樹の樹高頂点の確認，特に広葉樹につい

ては若干の技術的配慮力泌要です。

4.N式測高板の応用範囲

この測高板は，樹高測定のほか，電柱や鉄塔，家屋

やビルの高さの測定などにも応用できますが，さらに

大縮尺の地形図を使って地図上で距離が測定できれば，

現地での距離測定をしなくても対岸の懸崖や高膳建築

などの高さも測定でき，地形図を通じて青少年の自然

科学への関心を深めることにも活用できます。

ただし仰角度が15度（第2目盛で0.27程度）未満

では測定誤差が順次大きくなるので,仰角度は30～45

度の範囲での応用が望ましく，ちなみに筆者は，山梨

県北巨摩郡武川村の国道20号線大武川橋脇の『基本水

準点』から地蔵ヶ岳頂上の地蔵仏岩を視測したところ，

第2目盛で0．21を読み得ました。

水準点の標高510mから地蔵仏岩までの地形図上の

距離は10,900m,地形図上での地蔵仏岩の標高は

2,740mでした。興味のある方は計算してみて下さい。

また，橋や川幅など水平方向の長さの測定は，次の

方法により可能です（図②)。（元山梨県林務部職員）
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第11回森林とのふれあい
シンポジウム全国大会

第13回秋田県きのこ品評
今
蓉

平成11年度造林関係コン
クール

第14回M二i川県木炭品評会

木造建築研究フォラム第
36回公開ブォラム（大阪国

際公開フォラム）

平成11年度農林参観デー
第29回久万林業まつり

第19回みちのくこけしま
つり

第8回全国一斉121然とふれ
あうネイチャーゲーム大会
第35回林道研究発表会

第43回全苗連大会

10.13

10.15～17

写＝ま

5～
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旬

下
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10.16～17
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８
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６
６
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一

10．17

10.19～20

10．27

全国森林とのふれあい休暇拙進協識会（千代Wl区永田町1-11-35公03-
3581-0485)／企図都市会館2階火ホール（千代田区平河川2－4－2)／森
林の多難な機能や魅力についてあらためて認識するとともに,梛市住民と
1.'1村縦民がさらに深く相互理解し，森林とのふれあいを強力に推進する。
秋、県特川林産物生産団体連合会(箙務局？秋胴市111王4－1－l秋田県林
勝部木材潅業課内a()18-86()-1965)／イオン秋Iuショッピングセンター
1階センl､ラルコート窓018-889-6500／蝋民に広く栽端きのこのよさを
I,Rし消費拡大に努めるとともに,生産技術の向､上を図り，本県きのこ生
産の振興に黄することを阿的とする。

楠ﾀ|:県林政課造林グループ（公0776-21-1111内3127～28)／福＃|:県全
域／申し込み等は韮催群にお問い合わせください｡優良砥Wi,良脚材生産
の造林技術を奨励し優良造林地等を表彰する。
柵石川県特用林産振興会(金沢市増泉‘1-10-35念076-24‘1-9537)／石川県
産業腱示館1器館
化を促進するとと

（

も

木造建築研究フォラ
3503-1080)／WTC

金沢市袋晶町南193)／木炭の品倒の向上改善と簡耐！
に消磯拡大に努め，木炭産業の発展に斑する。
ム（東京都港区虎ノ門2－5－4末広ビル4
ホール（大阪市住之江区南港北1-14-16)／

階公()3－

｢海洋性
木造文化の継承・発達」とその維持継承を中心練題とし，「火径長大材生
産供給システムの持続」の可能性と実現の方錐について検肘する。
愛媛県林業試験場･久万林業まつり爽行蚕貝会／愛媛県林業試験鴫（上浮
穴郡久万11W大字菅生2-280-38恋0892-21-2260)他／林業総合漬料・研究
成果展ボ，最新林業機械の展示実洩，r林業機械化に向けて」の識演等。
みちのくこけし協会(盆()23-641-1212内423)／大沼デパート6階#|郵場
(山形市七HIIIIl-2-30)／「伝統こけし」「木地玩具」の鑑徴とその振興・
発展および技術の向上・観光客の講致宣伝をI翼Iる°
棚日本ネイチヤーケーム協会(念03-5376-2733)／全国各地の公卿聯／詳
細は主雌椅にお問い合わせください。
林道研究会（壷03-3581-2288)／千代田区公会堂（千代旧1KﾉL段南1-6-
17)／林道に関する技術の研究，情報の発表，交換等。
全国山林稲苗協同組合連合会(束東部千代田区飯、橘4－9－9壷03-3262
-3071）・香川県111林砿茄農業協同組合（簡松市中野町23-2県森連内公
0878-61-4352)・香川県森林組合連合会／香川県県民ホール（問松市玉藻
町9-10)／全国の山林砿苗等生雁脅が林業用祇i1iおよび緑化用樹木の生
産確保と経営の安定を|剃るため当Iiiする諸問題について討縦し,優良靭苗
の生産を通じて国上緑化の推進に奇与する。

塵-分
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世界三大杉畷境サミット

第12回巨木を語ろう全国

フォーラム

ウインターリゾ－1，2000

日本環境教育フォーラム／

満里ミーティング99

'99束京国際家具見本市
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世界三大杉環境サミット実行委員会（今市市元町1番地)／今市市文化会
館大ホール／世界一の杉を通じてr卵境」r観光」「交流」をテーマとした
サミットを|淵催し全11堺へ向けて環境保全のメッセージをr発偏」する。

第12回巨木を諮ろう全国フォーラム災行委側会（奈良IIi登大路町30a
O742-22-1101)／奈良市史跡文化センター他／国の特別天然記念物に指定
されている様、山原始林が，「11都奈良の文化財」の一つとして世界文化
過産に登録されたのを磯に，長い雁史を刻み続けてきた巨樹･巨木林を通
じて、緑を守り人間の営みとのかかわりを考える。
ウインターリゾーI､実行委貝会（豊脇区東池袋3－1(閑サンシャインシテ
ィ内aO3-3989-3535)／＃〔京・池袋サンシヤインシテイコンベンシヨンセ
ンターTOKYO(同上)／首都圏厳住の方を対象に，余暇の充実とスキー
場ならびに関連マーケットリサーチ等を、的に扣互の悩報提供を行う総
合展｡|劇有林スキー場を含むスキー場をはじめとする冬のリゾーI､を紹介
することにより，その利用と地域の活性化を図る°
伽日本環境教育フォーラム（東京都新術区新宿5－15－6光|陽ピル303窓
03-335()-6770)／山梨県立八ヶ岳ltI然ふれあいセンター（北隠麟郡碕根町
消哩3545公0551-48-2111)／活動成果の発表・研究と細互の交流を行う。
細側際家具砿業振興会(新宿区神楽坂2-16-1轆子坂田il1ピル3階丑03-
5261-9401)／東京I型I際腱示場「東京ビツグサイI､」（江東区有明3-21-
1）／内外の侭秀な家具およびI測述製品を展示紹介し，斑易の振興並びに
圃内商取引の砿火,一般消澱者の滞盤の喚起を図るとともに,家具および
関連産業の発展に寄与する。

銅主催団体/会珊/行事内容等墜



トレッキング街道（住民の生活道路でもある）し

ぐカトマンズ市内の建設風景

（左手前に“建設中”の住居が見える）
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'1）ご承知のとおり，英国の旧植民地には，どこにも立派なゴルフ場が整備されI
'ています。2）われわれが利用するトレッキング･コースは，基本的には山間I
I部住民や家畜のための“生活道路”として整備されたものです。われわれが通！

|行するには，所定の料金を支払ってトレッキング許可証を取得・携行する必要I
|があります。しかし，利用する際のエチケットとして，“生活者"優先を心掛け；
'たいものです。3)5.600mまでの高所に登るには,日数をかけて高度順応しI
'ていく必要があります。4)出されるお茶は英国流紅茶です。5）ヤクと牛のI
岬‘合いの子i'でして､高所に強く,扱いやすい荷物運搬用の一代交雑種です。6)i
lポーター1人が40～50kg担いでいます。7)鉄筋コンクリートといいましI
'ても，驚くほど細い鉄筋をほんの少々使っている鉄筋コンクリート構造です。’
'8)ネパールの包蔵水力はブラジルに次いで世界第2位だそうですが，実際の電！
|力供給量はインドに売電していることもあり，足りません。それで，地域を分i
lけて停電にし，電気の使用総量をコントロールする“計画停電”が実施されて｜
'います。9）91年の人口センサス。
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ネ
パ
ー
ル
で
は
一
回
の
ダ
イ

ヤ
ル
で
か
け
た
い
相
手
に
つ
な
が
る
可

能
性
は
低
く
、
こ
ち
ら
に
か
か
っ
て
き

た
電
話
を
取
り
ま
す
と
、
か
け
た
先
方

は
「
お
前
は
誰
だ
？
」
と
ま
ず
聞
き
ま

す
。
自
分
の
方
か
ら
〃
名
乗
ら
な
い
〃

失
礼
さ
に
は
閉
口
し
た
も
の
で
し
た
が
、

こ
れ
も
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
〃
電
話
〃

と
の
付
き
合
い
方
な
の
で
し
ょ
う
。
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〔
余
暇
と
趣
味
］
理
想
的
な
海
外
任
地

で
の
余
暇
や
趣
味
に
は
、
ゴ
ル
フ
、
テ

ニ
ス
、
水
泳
等
が
含
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

ネ
パ
ー
ル
で
は
、
テ
ニ
ス
は
で
き
ま
す

が
、
ほ
か
の
楽
し
み
は
い
さ
さ
か
困
難

で
あ
り
ま
す
。
ゴ
ル
フ
場
が
少
な
い
こ

と
の
理
由
に
は
、
ネ
パ
ー
ル
が
山
岳
地

ら
ゅ
う
み
つ

形
で
、
か
つ
人
ｕ
が
凋
密
な
こ
と
に
加

え
て
、
英
国
の
植
民
地
帥
に
は
な
ら
な

か
っ
た
と
い
う
誇
り
高
き
雁
史
的
背
景

が
あ
り
ま
す
。

ネ
パ
ー
ル
で
の
最
大
の
楽
し
み
は
、

何
と
い
っ
て
も
日
本
の
中
高
年
登
山
愛

好
家
が
憧
れ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ト
レ
ッ
キ

は
ん

ン
グ
で
す
。
本
格
的
な
登
塞
用
装
備
の

い
ら
な
い
、
安
価
で
快
適
か
つ
多
彩
な

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
コ
ー
ス
が
い
く
つ
も

準
備
鋤
さ
れ
て
い
ま
す
。
短
い
も
の
で

メ
ー
ト
ル
）
へ
の
コ
ー
ス
ま
で
、
体
力
鋤

に
合
わ
せ
て
設
定
で
き
ま
す
。

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
編

隊
）
は
、
雑
本
的
に
は
十
九
世
紀
に
英

国
人
が
〃
探
検
″
遠
征
に
来
た
と
き
に

確
立
し
た
ス
タ
イ
ル
を
蹄
襲
し
て
い
ま

す
。
わ
れ
わ
れ
ト
レ
ッ
カ
ー
は
あ
く
ま

で
も
主
人
で
し
て
、
自
分
で
背
負
う
荷

物
は
デ
イ
・
バ
ッ
グ
程
度
で
す
。
朝
は

テ
ン
ト
の
入
り
口
ま
で
〃
ベ
ッ
テ
ィ
ー

（
国
凰
冨
巴
鋤
〃
が
逆
ば
れ
て
き
ま
す
。

水
が
賞
重
な
エ
ベ
レ
ス
ト
街
道
で
も
、

各
自
に
小
さ
な
洗
面
器
に
温
湯
が
準
備

さ
れ
ま
す
し
、
食
事
用
の
テ
ン
ト
、
ト

イ
レ
用
の
テ
ン
ト
も
備
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
サ
ー
ダ
ー
（
シ

ェ
ル
パ
の
ボ
ス
）
に
案
内
さ
れ
た
わ
れ

わ
れ
が
出
発
し
て
か
ら
テ
ン
ト
類
を
撤

収
し
て
移
動
し
ま
す
が
、
途
中
で
追
い

越
し
て
、
昼
食
の
サ
イ
ト
に
て
わ
れ
わ

れ
を
出
迎
え
る
と
い
う
段
取
り
で
す
。

当
然
な
が
ら
宿
泊
地
へ
も
先
回
り
し
ま

し
て
、
テ
ン
ト
を
設
営
し
ま
す
。
わ
れ

わ
れ
八
人
に
対
し
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、

サ
ー
ダ
ー
、
コ
ッ
ク
、
ポ
ー
タ
ー
等
の

二
○
名
と
ゾ
ッ
キ
ョ
印
三
頭
で
す
。
日

数
の
経
過
と
と
も
に
食
料
が
減
っ
て
き

ま
す
の
で
、
ポ
ー
タ
ー
印
は
漸
減
し
て

い
き
ま
す
。

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
開
始
し
て
八
Ｒ
目

の
エ
ベ
レ
ス
ト
Ｂ
Ｃ
へ
の
最
後
の
宿
泊

地
ゴ
ラ
ク
・
シ
ェ
プ
（
標
高
川
、
九
○

○
メ
ー
ト
ル
）
で
は
、
月
夜
だ
っ
た
の

で
す
が
、
満
天
の
星
空
と
山
の
端
か
ら

の
〃
月
光
の
差
し
込
み
″
を
堪
能
い
た

し
ま
し
た
。
九
日
同
の
朝
、
カ
ラ
・
パ

タ
ー
ル
の
丘
へ
の
登
り
は
三
歩
進
ん
で

は
二
歩
下
が
る
よ
う
な
牛
歩
の
歩
み
で

し
た
。
そ
こ
は
二
、
三
畳
ほ
ど
の
頂
上

で
し
て
、
あ
た
か
も
眼
前
に
そ
び
え
立

つ
よ
う
に
見
え
る
エ
ベ
レ
ス
ト
の
頂
上

．
ｑ
寺
や
賂
Ｔ
１
Ｐ
０
町
乢
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は
、
ま
だ
そ
こ
か
ら
水
平
距
離
で
一
○

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
ま
す
。
息
を

止
め
て
の
写
真
撮
影
は
大
変
こ
た
え
ま

し
て
、
二
、
三
枚
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る

と
ハ
ア
ハ
ア
と
深
呼
吸
を
し
な
い
と
続

き
ま
せ
ん
。
ビ
デ
オ
撮
影
を
担
当
し
て

い
た
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
隊
員
は
苦
し
さ
で
し
ゃ

が
み
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

四
月
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
い
わ
ゆ
る
西
洋
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
は
ネ

パ
ー
ル
か
ら
持
ち
出
さ
れ
、
英
国
等
で

十
九
世
紀
か
ら
改
良
さ
れ
て
き
た
も
の

だ
そ
う
で
す
が
、
日
本
の
よ
う
に
喬
木

性
品
種
だ
け
で
な
く
高
木
性
品
種
も
あ

り
、
と
に
か
く
〃
全
山
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
″

と
い
う
よ
う
な
風
景
に
出
会
え
ま
す
。

〔
住
居
〕
「
生
活
編
」
の
最
後
は
、
住
居

に
つ
い
て
で
す
。
ネ
パ
ー
ル
へ
の
訪
問

者
が
カ
ト
マ
ン
ズ
や
ポ
カ
ラ
の
よ
う
な

都
市
か
ら
受
け
る
イ
メ
ー
ジ
の
一
つ
が
、

「
い
つ
も
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
だ
な
」
と
い
う

も
の
で
す
。
こ
れ
に
は
い
さ
さ
か
〃
か

ら
く
り
″
が
あ
り
ま
す
。
と
い
い
ま
す

の
も
、
ネ
パ
ー
ル
で
は
ど
の
家
も
多
か

れ
少
な
か
れ
〃
建
設
中
″
な
の
で
す
。

家
の
基
本
的
な
構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
刀
で
し
て
、
屋
根
・
床
も
同
ス
ラ

ブ
構
造
で
す
。
壁
は
練
り
石
積
み
や
ブ

ロ
ッ
ク
積
み
で
す
。
日
本
の
木
造
家
屋

の
よ
う
に
建
物
全
体
の
母
屋
根
を
一
気
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I

び
と
」
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
わ
れ
わ

れ
東
北
人
の
祖
先
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
。

延
暦
八
年
の
戦
い
で
は
、
地
の
利
に
明
る
い
蝦
夷

あ
て
る
い

側
は
、
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
阿
員
流
為
の
も
と
、
北
上

川
渡
河
作
戦
を
行
っ
た
中
央
政
府
軍
（
朝
廷
軍
）
を

鰍
ん
ろ
う

翻
弄
し
、
死
傷
者
千
三
百
余
を
出
さ
せ
た
。
い
わ
ば
、

ゲ
リ
ラ
戦
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
し
か
し
総
力
戦
の
視

点
か
ら
見
れ
ば
、
十
脚
力
村
を
焼
き
討
ち
さ
れ
、
戦

死
者
八
十
九
人
を
出
し
た
蝦
夷
側
の
勝
利
も
、
決
し

て
手
放
し
で
喜
べ
る
よ
う
な
大
勝
で
は
な
か
っ
た
ら

し
い
。
幾
度
と
な
く
交
わ
さ
れ
た
蝦
夷
と
朝
廷
軍
と
の
戦

い
の
一
つ
を
記
録
し
た
絵
巻
で
あ
る
「
清
水
寺
縁
起

絵
巻
」
に
は
、
ま
る
で
鳥
獣
の
よ
う
な
顔
を
し
た
蝦

＃ あぬ＝
蛾

黙りj』七

心8

１
４
１

■
■
〃
岡
１

■

課

』
室

戸
『
Ｄ
一

Ｆ

"
声

名‘ョ苛弓
▲『

、竺面

一

凶
。
0

P

〃」

’,l

あ言るい

｢北天曼茶羅北の炎･阿三流為｣(平成7年度商工会議所会頭賞受
賞作品･青森市消防第2分団製作ねぶた)。阿呈流為を不動明王
になぞらえ，安部貞任･安藤水軍の祖高星丸･藤原経清･藤原清
衡を配し，北天の平穏を祈念するもの

夷
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
（
清
水
寺
の
開
山
は
坂
上

田
村
麻
呂
に
よ
る
と
い
う
伝
承
が
あ
る
）
。

「
撃
て
ば
草
に
隠
れ
、
追
え
ば
山
に
入
る
」
と
い

う
戦
法
に
、
よ
ほ
ど
朝
廷
軍
は
腹
に
据
え
か
ね
た
も

の
と
思
え
る
。
先
住
民
で
あ
る
蝦
夷
を
、
ま
る
で
人

間
と
も
思
わ
な
い
視
点
が
か
い
ま
見
え
る
。
こ
の
こ

と
は
、
百
三
十
年
前
の
戊
辰
戦
争
後
の
「
白
河
以
北

や
齢

一
山
百
文
」
の
椰
揃
に
通
じ
、
か
つ
数
年
前
の
国
産

く
忠
そ

洋
酒
メ
ー
カ
ー
社
長
に
よ
る
、
〃
東
北
人
は
熊
襲
か
何

か
だ
″
と
い
う
差
別
的
か
つ
不
謹
慎
な
発
言
を
想
起

さ
せ
る
。
発
言
後
、
東
北
地
方
の
公
共
宿
泊
施
設
で

は
一
斉
に
同
社
製
品
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
が
、
そ
の

後
、
本
人
ら
に
よ
る
東
北
各
県
知
事
へ
の
謝
罪
が
あ

っ
た
も
の
の
、
つ
い
ぞ
本
県
へ
は
発
言
者
自
身
に
よ

る
謝
罪
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
西
国
に
よ
る
東
国
へ
の
予

断
も
し
く
は
偏
見
は
、
す
で
に
千
二
百
年
以
上
も
前

か
ら
、
事
あ
る
ご
と
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
と
見
る

こ
と
も
で
き
よ
う
。

ね
ぶ
た
祭
り
の
起
源
を
探
る
途
中
で
「
岐
路
荘
洋
」

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
本
題
に
戻
ろ
う
。
か
の
田
村

麻
呂
が
、
征
伐
行
の
途
上
、
現
在
の
青
森
県
に
や
っ

て
き
た
が
、
強
力
な
敵
で
あ
っ
た
蝦
夷
に
手
こ
ず
り
、

一
計
を
案
じ
た
こ
と
は
述
べ
た
。
こ
の
た
め
、
ね
ぶ

た
の
最
高
作
品
に
、
昭
和
三
十
七
年
か
ら
「
田
村
麿

賞
」
が
授
与
さ
れ
て
き
た
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、

四
年
前
か
ら
同
賞
の
名
称
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
こ

れ
は
次
の
点
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
侵
攻
軍
の
長

と
し
て
田
村
麻
呂
本
人
は
青
森
県
ま
で
進
出
し
た
史

実
は
な
い
こ
と
（
命
を
受
け
た
支
隊
は
来
た
か
も
し

れ
な
い
が
）
。
②
視
点
を
変
え
れ
ば
、
蝦
夷
征
伐
と
は

朝
廷
軍
に
よ
る
先
住
民
弾
圧
で
あ
り
、
少
数
民
族
の

主
権
回
復
が
叫
ば
れ
る
世
界
の
潮
流
に
逆
行
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。
改
称
委
員
会
で
は
「
長
年
親
し
ま

れ
て
き
た
」
な
ど
の
反
対
論
が
あ
っ
た
も
の
の
、
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
権
利
保
談
と
い
っ
た
時
代
背
景
を
踏
ま

え
た
正
諭
が
勝
り
、
「
ね
ぶ
た
大
賞
」
に
改
称
さ
れ
た
。

以
上
、
ね
ぶ
た
と
田
村
麻
呂
の
関
連
に
つ
い
て
述

べ
て
き
た
が
、
私
は
素
朴
な
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
①
史
実
と
し
て
青
森
県
に
は
来
な
か
っ
た

征
夷
大
将
軍
が
、
あ
た
か
も
進
駐
し
た
よ
う
な
話
が

存
在
す
る
こ
と
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

②
県
内
の
多
く
の
神
社
が
、
坂
上
田
村
麻
呂
に
よ
る

創
建
伝
説
を
持
つ
の
は
な
ぜ
か
で
あ
る
。
後
者
の
例

は
、
本
県
の
み
な
ら
ず
秋
田
・
岩
手
両
県
に
も
あ
る

と
い
う
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
侵
略
軍
の
長
で
も
あ
っ

た
田
村
麻
呂
が
英
雄
視
さ
れ
る
こ
と
は
、
彼
を
派
遣

し
た
権
力
陣
営
に
お
い
て
は
妥
当
と
し
て
も
、
な
ぜ
、

東
北
地
方
に
も
「
英
雄
』
田
村
麻
呂
の
残
照
が
あ
る

の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

延
暦
二
十
一
（
八
○
二
）
年
に
、
坂
上
田
村
麻
呂

も
れ

は
降
伏
し
た
阿
皇
流
為
と
副
将
格
の
母
礼
ら
を
伴
っ

て
上
洛
し
た
が
、
朝
廷
側
は
帰
順
し
よ
う
と
し
た
阿

皇
流
為
ら
を
、
「
野
性
獣
心
、
反
覆
極
ま
り
な
し
。
奥

内
に
放
置
す
る
は
、
い
ふ
と
こ
ろ
の
虎
を
養
ひ
患
を

遣
す
な
り
」
（
日
本
紀
略
）
と
し
て
、
河
内
国
杜
（
椙
）

山
（
枚
方
市
か
？
）
で
斬
殺
す
る
の
で
あ
る
。
田
村

麻
呂
を
信
じ
同
行
し
た
阿
皇
流
為
と
思
わ
れ
る
が
、

何
と
も
や
り
切
れ
な
い
思
い
に
か
ら
れ
る
の
は
、
阿

畳
流
為
を
権
力
に
よ
っ
て
裏
切
ら
れ
た
悲
劇
の
〃
先

住
民
の
王
〃
と
位
置
づ
け
た
い
東
北
人
の
身
び
い
き

の
故
で
あ
ろ
う
か
。
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１
－
』
‐
ご
‐
こ
‐
ご
；
“
一
肖
亘

殉
遼
〆
恥
鍾
・
一
へ
戸
恥
時
二
」
』
一
「
『

肇露

呈
・
一
『
ぬ
一
房
お
《
’
Ｐ
．

。
，
け
．
。
戸
も
Ｆ
・

「
暑
い
夏
」
と
い
う
長
期
予
報

は
、
北
日
本
の
場
合
的
中
し
た
。

ね
ぶ
た
祭
り
期
間
前
後
の
青
森
市

の
気
温
も
、
初
日
に
は
平
年
よ
り

六
・
四
度
高
い
三
四
・
六
度
、
祭
り

も
終
わ
っ
た
八
月
一
○
日
に
は
三

六
・
六
度
と
い
う
観
測
史
上
二
番

目
と
い
う
高
温
を
記
録
。
長
雨
の

西
日
本
に
対
し
、
熱
波
の
北
国
で

あ
っ
た
。

さ
て
、
夏
の
夜
を
彩
っ
た
「
青

森
ね
ぶ
た
祭
り
」
の
人
出
も
、
昨

年
を
上
回
る
三
七
九
万
人
と
報
じ

ら
れ
、
特
に
八
月
六
日
に
は
約
七

十
五
万
人
と
、
前
半
の
不
調
を
吹

き
飛
ば
す
勢
い
。
青
森
駅
前
の
仮

設
案
内
所
に
は
人
の
列
が
続
き
、

無
料
提
供
の
市
内
マ
ッ
プ
を
見
比

べ
な
が
ら
繁
華
街
を
歩
く
旅
行
者

の
姿
が
引
き
も
切
ら
な
か
っ
た
。

ひ

こ
れ
だ
け
人
を
惹
き
つ
け
る
ね

ぶ
た
祭
り
の
起
源
。
そ
こ
に
は
ど

ん
な
秘
帯
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
現
在
、
ね
ぶ
た
起
源
に
は

諸
説
が
あ
る
が
、
大
別
す
れ
ば
、

①
歴
史
説
、
②
民
俗
説
の
二
つ
と

な
る
。
さ
ら
に
歴
史
説
も
、
史
書

で
ト
レ
ー
ス
で
き
る
も
の
と
、
傍

証
し
よ
う
と
す
れ
ば
伝
承
の
彼
方

に
荘
洋
と
消
え
て
ゆ
く
も
の
が
あ

る
。
つ
ま
り
前
者
を
史
実
と
す
れ

ば
、
後
者
は
伝
説
で
あ
る
。

●
歴
史
説
そ
の
一
罪
坂
上
田
村
麻
呂
説

坂
上
田
村
麻
呂
は
平
安
初
期
の
武
将
で
あ
り
、
桓

武
天
皇
の
命
を
受
け
、
〃
蝦
夷
征
伐
〃
の
た
め
東
北
北

部
に
侵
攻
し
た
。
そ
の
田
村
麻
呂
が
、
攻
略
途
上
、

現
在
の
青
森
県
に
や
っ
て
き
た
が
、
強
力
な
敵
で
あ

っ
た
蝦
夷
に
手
こ
ず
っ
た
彼
は
一
計
を
案
じ
た
。
つ

る
も
つ

ま
り
、
大
き
な
灯
篭
の
よ
う
な
も
の
を
作
り
、
敵
を

お
び
き
寄
せ
、
何
だ
ろ
う
と
近
寄
っ
て
き
た
蝦
夷
を

〃
退
治
〃
し
た
、
と
い
う
の
が
ね
ぶ
た
の
起
源
と
言
わ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
な
ん
と
な
く
ト
ロ
イ
ア
戦

争
の
木
馬
の
計
を
思
わ
せ
る
話
で
あ
る
。
内
部
照
明

ろ
、
つ
そ
ノ
“
、

に
は
、
恐
ら
く
蝋
燭
を
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

奈
良
時
代
か
ら
平
安
期
に
か
け
て
の
照
明
用
と
し
て

の
蝋
燭
は
、
主
と
し
て
中
国
か
ら
の
輸
入
品
の
蜜
蝋

燭
で
あ
り
、
使
用
も
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
、

果
た
し
て
戦
場
に
大
雌
に
持
ち
込
め
た
も
の
か
と
い

う
疑
問
は
残
る
が
…
。

史
実
と
し
て
閉
村
麻
間
北
進
の
有
無
を
問
う
前
に
、

し
ば
し
時
代
背
景
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

長
岡
京
お
よ
び
平
安
遷
都
を
行
っ
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
桓
武
天
皇
は
、
「
内
に
興
作
を
事
と
し
、
外
に
夷

胞
ら
う

い

き
い
わ
い

荻
を
雛
ふ
。
当
年
の
斑
と
雌
え
ど
も
、
後
世
の
頓
な

り
」
（
日
本
後
紀
）
と
言
わ
れ
た
ほ
ど
蝦
夷
征
伐
に
熱

心
で
あ
り
、
そ
れ
は
た
び
た
び
伊
勢
神
宮
に
征
夷
を

報
告
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

桓
武
天
皇
の
時
代
、
蝦
夷
攻
略
は
、
延
暦
八
（
七

八
九
）
年
・
同
十
三
（
七
九
四
）
年
・
同
二
十
（
八

○
一
）
年
の
三
回
行
わ
れ
て
い
る
。
桓
武
天
皇
の
命

を
受
け
た
、
時
の
征
夷
大
将
軍
の
坂
上
田
村
麻
呂
は
、

″
ま
つ
ろ
わ
ぬ
民
蝦
夷
征
伐
″
の
た
め
都
を
進
発
、
北

上
し
、
現
在
の
岩
手
県
水
沢
市
付
近
に
姿
を
現
し
た
。

正
確
に
は
、
延
暦
十
三
（
七
九
四
）
年
に
は
副
将
軍
、

延
暦
二
十
（
八
○
一
）
年
に
は
征
夷
大
将
軍
と
し
て

の
出
陣
で
あ
る
。
な
お
、
征
夷
と
は
、
野
蛮
な
夷
（
え

び
す
）
を
撃
つ
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
そ
の
後
、
武

家
の
棟
梁
を
表
す
言
葉
に
な
っ
た
こ
と
は
ご
承
知
の

と
お
り
で
あ
る
。

蝦
夷
と
は
、
古
代
の
あ
る
時
期
に
、
京
都
に
本
拠

を
置
く
権
力
側
が
、
東
北
地
方
の
、
今
風
に
言
え
ば

先
住
民
で
あ
る
住
民
を
総
称
し
た
言
葉
で
あ
る
。
し

か
し
、
蝦
夷
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
は
、
歴
史
的
に

実
に
謎
の
多
い
言
葉
と
さ
れ
、
以
下
の
五
点
に
要
約

さ
れ
る
。
①
東
北
住
民
を
な
ぜ
蝦
夷
と
呼
ぶ
の
か
。

②
蝦
夷
と
は
な
ん
と
読
む
の
か
。
③
そ
の
読
み
方
の

由
来
は
何
か
。
④
そ
れ
を
蝦
夷
と
漢
字
表
記
し
た
の

は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
か
。
⑤
蝦
夷
の
実
体
は

東
北
辺
境
民
（
日
本
人
）
か
ア
イ
ヌ
人
か
Ｉ
（
筒

橋
崇
「
蝦
夷
」
中
央
公
論
社
）
。

こ
れ
だ
け
の
問
題
を
包
含
し
て
い
る
蝦
夷
で
あ
る

が
、
そ
の
要
閃
の
一
端
と
し
て
記
録
性
が
あ
る
。
今

日
わ
れ
わ
れ
が
知
り
得
る
蝦
夷
の
像
は
、
国
家
側
に

残
さ
れ
た
史
料
だ
け
に
よ
っ
て
い
る
。
蝦
夷
側
に
は

断
片
す
ら
残
っ
て
い
な
い
。
国
家
側
の
史
料
で
あ
る

正
史
に
は
、
記
録
さ
れ
た
時
代
背
景
、
特
に
政
治
状

況
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
見
た
ほ
う
が
よ
く
、

と
す
れ
ば
、
伝
わ
っ
た
蝦
夷
像
は
実
像
な
の
か
虚
像

な
の
か
の
見
極
め
が
必
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、

史
料
に
は
こ
と
さ
ら
事
実
の
一
部
分
を
誇
張
し
た
と

し
い

い
う
窓
意
性
が
包
摂
さ
れ
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
以
上
、
史
的
分
野
に
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
蝦
夷
と
は
、
東
北
地
方
の
先
住
的
な
「
民
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露悪灘篭篭奮霧
讃

たバンクーバーから北上したスク

オミッシュの町にはイタドリの群

落。落葉広葉樹林ではカエデにブ
ナ，ハンノキ。標高が上がるとネ

ズコやヒノキ，トウヒ，モミ，ト

ドマツにトガサワラ。林床にはツ

ルコケモモ，リンネソウ，ヘビイ

チゴ。ハリブキもあるではないか。

日本ではこれらの種は亜高山帯

にある。日本の亜高山帯は垂直変

化が急なため，植生は重なって分

布する機会が乏しいが，広い緩や

かな推移帯を持つカナダの北方林

では，いろんな種が同じ所に入り

交じって生育している。日本の山

地帯上部から亜高山帯にかけての

植生を知っている人には大変に親

しみ深い林相で，それぞれの種の

生態的特徴もおおむね似ているか

ら，違和感がない。そこに現れる

動物だって，リスやキツネ，クマ，

キツツキ，ワシなど，似たような

ものである。

そういえば,IUFRO世界大会の

とき観察したフィンランドの植生，
壷．琵蝉一一一J一__一‐知一一＝量聖＝一f△

④

方林，塾腰"
世界は1鶏藩実感する

i着瀧繍識霊潔鵠霧
:smokymountains(I956)という論．，ズミ，ナナカマド，シナノキ。
：文を読まされた学生時代,指導教斜面に倒れていたカバノキの小枝

；官は,ここに書かれている種が属を折るとｻﾛﾒﾁーﾙ臭がして，
§レベルではほとんど日本の北方林何とミズメである。ウダイカンバ

；や亜高山帯植生と共通しているんといってもいい。シラカンバもあ
だ，と感慨深げに言っていた。当るし，アカマツもある。少し北上し
時は大して気にもとめなかった。た北方混交林地域の山火事跡地に

：今年7月に突然のチャンスを得て，再生した純林状のジャックパイン
調カナダのケベック州とブリテイッの林内には，トウヒやモミ，ハコヤ

；シユ・コロンビア州(BC州）の森ナギ,シラカンバ｡足下にはゴゼン

；
F解d室

穂篇匡壁彙 移林需要量。供給量の推推給 量素 の芭磁篭

i平成IO年の素材(丸太)の需要
；量（=供給量)は3,940万m3で，
：前年に比べ’5％と大きく減少し

；た。これを需要部門別にみると，

篭需鶚1鷲籠辮
；

図①素材の需要量の推移産

年並みであった（図①参照)。

また，供給量を国産材，外材別

にみると，国産材は｜,932万m3で

前年に比べ10%減少し，外材は

2,009万m3で輸出国の原木輸出

規制の影響等により前年に比べ

19％減少した。

m3で，新設住宅着工戸数の減少等

から前年に比べ，それぞれ15%,

26％減少し，パルプ用も’15万

m3で，紙・板紙生産量の減少等か

ら前年に比べ10％減少した｡木材

チップについては471万m罰で,前

図②素材の供給愛の推移nM里m一門

〃mユ
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④－林業技術No.6911999.10

0

89l()(’14戒）と23‘156
【
』



ラッブランドからノルウェーにか

けての植生も，カエデ，シナノキ，
トネリコ，シラカンバ，トウヒ，

モミ，マツ，さらにはコケモモ，

リンネソウ，ガンコウラン，スノ

キと，同じような植生であった。

つまり，北半球北部の植生は世

界的に属レベルでは共通している

のである。これは，かつて大陸が

｜つであった時代に共通していた

植物種が，その後大陸が分離して

隔離されたことにより種レベルで

の分化が進んだことを示している

のだろう。熱帯や南半球では，日

本では見たこともない植物種が多

くて戸惑うが，これは大陸が｜つ

だった時代に，すでに違う種が分

化していたことを示していると考

えていいわけだ。そうだとすると，

今求められている持続的な森林管

理のための基準と指標の決定も，

温帯林や北方林に関しては世界共

通のものが作れそうである。

（さくらいしょうぶ／

林野庁研究普及課首席研究企画官）

長野市の北西にある戸隠山国

有林を訪れた。戸隠村と鬼無里

村とにまたがり，一帯は’50年

を超すブナ，カンパ，ミズナラ，
オオシラビソ，トウヒ，コメツ

ガなどの天然林が密生する中に

20年生ぐらいの若いカラマツ

が交じり合った林相を形成して

いる。全山が水源かん養保安林

の指定を受け，流れ出る水は下

流の農地を潤し，長野市民の生

活用水の源泉となっている。長

野市民の水を守る奥裾花ダムも

造られている。

戸隠村の最奥に鎮座する九頭

竜神社は，太古の昔から水源の
神として尊崇され，雨乞いの講

中は古くから信州や尾張は無論

のこと，遠く関東,相模,越後の

国々からお詣りした。最近では

スキー場経営者たちを中心とす

る雪乞いも盛んだという。鬼無

里村を貫流する裾花川の上流は

｢水源の森100選」に選ばれてい

る。水を蓄える豊かな森,それは

下流の長野市民や農民たちのみ

ならず，全国にわたりここの森

に寄せる人々の願いなのである。

この地一帯は糸魚川～静岡構

造線に接近し，基岩は烹三紀層
に属する砂質泥岩層の脆弱質で，

地層も複雑で破砕粘土化してい

る。これらの地質に特有の風化，

変質作用による地すべり性崩壊

地が広く覆い，これらの崩壊地

の復旧と荒廃した渓流の侵食を

防ぐ治山工事や地すべり対策工

事が昭和26年以来進められ,現

在に至っている。大雨が降れば

必ず発生すると言ってもよい土

砂災害に常に直面してきた人々

にとって，災害のないことを祈

る心は切実だったであろう。

長野市では，かねがね見たい

と思っていた「白い馬の見える

風景」の連作や「山雲」（試作）

などが展示されている美濃美術

館の東山魁夷館を訪れたが，ふ

と'豊かな水を願い，災害のな

いことを祈る人々の願いが，白

い馬，白い雲に化身して描かれ

ているような幻想に襲われた。

ご多忙の中，ご案内賜った大

槻幸一郎さん，宮下寛彦さんに

厚くお礼申し上げる。

外材を産地材別にみると，どの産

地においても減少しているが,特に

外材の約5割を占める米材が941

万m3で前年に比べ|6%減少した

(図②参照)。これにより，素材の供
給量に占める国産材の割合は49％

で，前年に比べ3％上昇した。

国産材の供給量を樹種別にみる

と，針葉樹では，その5割を占め

るスギが779万m3で前年に比べ

II%減少し，エゾマツ・トドマツ

も’61万m3で16%減少したのを

はじめ，いずれの樹種も減少した。

広葉樹では，ブナが'5万m3で前

年に比べ21％減少した。

循環型社会の構築に寄与すると

ともに，二酸化炭素の吸収・固定

源としての森林の機能を一層発揮

させていくためには，今後，供給

能力が増大するスギ等の人工林資

源の需要拡大等を図り，再生産可

能な森林資源の循環利用を進めて

いくことが重要である。

(筒井迪夫）
』
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〈森林技術総合研修所劃>|'腿蛾遡幽郵一’一ン

ﾘーﾝ小議葦壁雲森林環境教育研修の実施
目的として，平成10年度に引き続における「植物観察｣，「野膓

§合研修所では，き，今年度も森林に関する環境教察｣，「ネイチャーゲーム」と’

)支援を得て，育研修を実施しました。期間は8野外実習に当てられました。

二い最良の野外月3日から6日までの4日間で35その他の講義についても,「；

計であり9r森林名の先生方が参加されました。の仕組みと人間社会｣，「森林

引らの行動で体今回の研修は，子供たちに森林業の現状と森林教育｣9｢森林］

(ことにより，の素晴らしさ，楽しさ，大切さを実教育プログラムの企画手法｣，
l‘kぐく

，力」が育まれ体験させるために，その指導者で外活動における安全管理｣，「；

;れることから，ある教員の皆さんにも実体験して少年団活動」と森林など，林ﾐ
ﾖ等を対象としもらうこととしたことから，森林基礎知識から実践面で役立つ；

における「植物観察｣，「野鳥観

察｣，「ネイチャーゲーム」という

野外実習に当てられました。

その他の講義についても,｢森林

の仕組みと人間社会｣，「森林・林

業の現状と森林教育｣9｢森林環境

教育プログラムの企画手法｣，「野

外活動における安全管理｣，「緑の

少年団活動」と森林など，林業の

基礎知識から実践面で役立つ講義

まで網羅する内容となっています。

＜本研修の実施結果＞

①研修生である先生方は,｢緑の

'．‐f'…』噌毎劇b,"．…'，番.姓…←……‐－…，,で~,手.ー…~縄.‘(韓･;,j

と言えるのは5章の充実期｡人間＃
と自然とのかかわり方について人ﾘ

ｴ林や広蕊繍赫のほか,放置され！
た人工林の生物面での面白さにつ

ﾄ篝麓墓蹴if噸1
,0隼間の繼移を写真で記録して｜
あり，対比させてあるのはさすが。，
著者が森とかかわってきてどう

変わったのか，結論は5章の5の

｢森は人を育てる｣に集約されてい；

嘉窺鱸:無簾騨L
いただきます。

r自分の価値観があやふやだっ

た30代から,森作りを始めてから

'0年が経過した。当時に比べると

森作りを通じて自分自身を高め，

心の余裕と豊かさを持つことがで

林野庁森林技術総合研修所では，き，今年度も森林に関する環境教

国土緑化推進機構の支援を得て，育研修を実施しました。期間は8

森林が他に代えがたい最良の野外月3日から6日までの4日間で35

教育や環境教育の場であり9r森林名の先生方が参加されました。

を学校に」して，自らの行動で体今回の研修は，子供たちに森林

験として学んでいくことにより，の素晴らしさ，楽しさ，大切さを実
I‘kぐく

子供たちの「生きる力」が育まれ体験させるために，その指導者で

ていくことが期待されることから，ある教員の皆さんにも実体験して

全国の小学校教職員等を対象としもらうこととしたことから，森林

て，森林についての認識を深めるにおける実習に主眼を置いたカリ

とともに自然観察および野外活動キュラムとなり，実質22時間の講

の実践手法等を習得させることを義・実習のうち’25時間が森林内
等純“……△司再師Aq－匹聖一一，ローー￥ 一･･錘一一一……… ．…津…呼迅

加藤正人著

Let'senjoy

誰でもできるサンデー森づくり
本
の
紹
介

凸
■
●
宮
■
９
８
‐
・
ｕ
Ｄ
■
■
“
一
凸
■
■
■
■
■
守
一
●
■
■
■
■
■
■
■
守

発行所：森林計画学会出版局
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定価（本体1.200円十税）

申込先冒加藤正人(mkatohOhfri.bibai.hokkaido.jp)
〒079-0198美唄市光珠内町東山

北海道壷林業試験場資源解析科
a01266-3-4164FAXO1266-3-4166

展開期，2章･準備期，3章･基盤整

備期,第4章の創生期，5章の充実

期と，これまでの森とのかかわり

を経時的に表してあります。興味

深い内容であるのは，近ければ近

いほうがよいという合理的考えと，

あればそれは「神様からの授かり

もの」という考え方をない交ぜた

｢森の探し方｣，森林組合や行政の

サポートシステム「森作りの相談

相手｣，イラスト図で理解を容易に

した「管理図（おもしろマップ)」

といった，内容をていねいにかみ

砕いて説明していることです。

専門家としての著者ならばこそ，

北海道はスケールの大きな自然

があることはだれでも認めること

ですが，彼の地にはそれに対応す

るかのような大きなスケールの人

がいます。この著者の加藤正人さ

んもその一人です。道立林業試験

場の資源解析科長の仕事のほか，

後書きにあるようにクロスカント

リー，森作り，木工，ガーデニン

グと自然とかかわることを特技や

趣味にされています。

本書は著者のこうした自然とい

っぱいかかわってきたことの’0

年間にわたる記録です。この本は，

5章の構成になっています。I章．

Let､SenJDy

鰹五もできるサンデー森づくり

溺
産

．

＝

RI戸弓

1M･
R4戸弓

1K．
－

画空iF入

伸即屡④靴

画空iF入

伸即屡④靴

⑭－林業技術No.6911999.10



ネイチャーゲーム

少年団」や「学校林」の指導に携

わっている先生から，ほとんど森

林とかかわっていない先生までさ

まざまでした。②研修中は，どの

研修生も熱心に受講され，特に多

摩森林科学園において実施した

rネイチャーケーム｣では童心に戻

り真剣になってケームを楽しんで

いました。また，同様に科学園に

おいて実施した「野鳥観察」は早

朝6時からの実習にもかかわらず，

全員張り切って参加し，野鳥の鳴

き声等を堪能しました。③実施後

のアンケートによると，「森林･林

業についてよくわかった」「実習，

実体験が多くてよかった｣｢他の地

域の先生方と知り合えてよかっ

た」「今後も継続して実施し，より

多くの小学校教師が受講してほし

い」など好評でした。

来年度以降も本研修を継続して

実施し，より充実した内容となる

よう工夫していく考えです。

ソ連の大作曲家ショスタコヴイッチの作品にオ

ラトリオ「森の歌｣がある。この曲は’949年に作

曲された，オーケストラに独唱，混声・児童合唱

を含む大規模な曲で，政府からの批判・要請を受

けて「社会主義リアリズム」に基づいたわかりや

すい仕上がりになっている。以前は日本でもよく

演奏されてきたが，近年は取り上げられる機会が

減少し，特にソ連崩壊後は著しい。

詩の内容は，スターリンの大防風林計画とその

政治体制をたたえたもので，以下の7つの部分か

ら成っている。「戦いの終わった時｣，「祖国を森で

覆う｣，「過去の思い出｣，「ピオネールは木を植え

る｣，「スターリングラード市民は前進する｣，「未

来への道遥｣，「栄光｣。

この大防風林計画とは，現在のロシア南部とウ

クライナを中心とした農地をかんばつから守るこ

とを目的とした自然改造計画で，耕地の周りを囲

う保護林のみならず，最長1000kmにも及ぶ保護

林地帯と砂漠の砂の移動を防ぐ砂地固定林を含む

大規模なものである。この計画がどのように進め

られ，現在はどのような「森」となっているかに

ついては，門外漢の私には全くわからない。

さて，わが国では，これまでにスギをはじめと

した大量の針葉樹を植え，育ててきた。しかし，

輸入材の増加と木材価格の低迷に加え，住宅建築

工法の変化によって柱材需要も低下してきている。

これに対して，国産針葉樹造林木の需要拡大の方

策を練ることはもちろんであるがbr森｣に求めら

れる機能が多様化している現在，これからどのよ

うな樹を植え，どのような森に仕立てていくか，

これらも重要な問題であることは言うまでもない。

森林・林業・林産業にかかわる私たちは，それぞ

れの立場から次の世代に残していく「森」につい

て考え，提言してゆかねばならない。

私にとってクラシック音楽初体験のこの曲を懐

かしく思い出すとともに，ふと日本の森について

考えた。

（ラッパ吹き）

（この欄は編集委員が担当しています）

森
の
鍬

(森林技術総合研修所教務指導官／
鹿熊誠）

きるようになったと思う。好きだ

から森に行くし，森を生かすこと

もできる。森で過ごす時間が私の

至福の時である｡森はすばらしい』

この本は各地で活動している市

民参加の森作りのグループの皆さ

んに読んでいただきたいと思いま

す。森の作り方，見方にヒントを

与えられるだけでなく，著者と家

族，その仲間がどう育っていった

かがよくわかるからです。

(神奈川県森林研究所専門研究員／

中川重年）

…舎写・擁一一 ,＆グ画&廿甲、房一一…ゴ.~-,U一劃'ず｡．、 －＝一'‘…巳'ロ､曵垂とす
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柚日本林業技術協会支部連合大会のお知らせ
本年度も日本林学会各支部大会との共催として，本会各支部連合大会が開催されます。ふるってご参加ください。

林学会支部

日林協痩劉連合会
期日 大会問合せ先 会場および篇毒

北海道

北海道
115 北海道大学農学研究科渋谷正人|札幌市民会鑪/札幌繭aO11-706-3346

関東
北関東・南関東

10.22～23
日本大学森林資源科学科・増谷利博

査0466-84-3673

フォーラム246／神奈川県伊勢原市石田
シンポジウム「里山保全の新たな視点』

8日：福井県民会館／福井市
9日：現地見学会（足羽林業地他）

中部
信州・中部

10.8～9
名古屋大学大学院生命農学研究科
竹田泰雄丑052-789-4059

関西
関西・四国

10.29～30
京都大学森林科学専攻内・松下幸司

aO75-753-6073

29日：京都会館会議場／京都市左京区岡崎公園内
30日：京都大学農学部／京都市左京区北白川

九州

九州
10．8～9

宮崎県林業総合センター・若松茂樹
aO982-66-2880

8日：ホテルプラザ宮崎／宮崎市川原町
9日：宮崎大学／宮崎市学園木花台

（編集部雑記）
間伐“材”人工林伐期の長期化が

一般的になる傾向の中で，間伐はま

すます蝿要な作業。かつて間伐“材”

と闘えば中小径木材が中心で，材質
的にもやや雌あり，という感じであ

ったが，多様な材の伐出される最近

の間伐では，十把一絡げにして間伐

"材”と言うのもおかしいし，市場な

どの実態ともかけ離れるだろう。良
い森林を育てるために切り出される

材をイメージし，市民の方々の森林

づくり参加意識と購買意欲をそそる

ような，何か良いネーミングは出来

ないだろうか。（カワラヒワ）

原風景カンタンの音色がさえわ

たり，近くの川筋の田んぽが色づき

始めると，わがIII1.内会では秋祭りの

Rを迎えます。氏子衆も少なくなり
祭りの主役は専ら子供たち。浅草の

老舗メーカー新調の小ぶりながら華

脳な御興を中心に太鼓,職さい銭箱
を楓いで町内一軒一軒を訪います。
この11の稼ぎは子供たちで山分けさ
れるのが習わしで,下級生は,御輿を

担ぎ，分け前が多い上級生に羨望を

抱きながら祭りに臨むとか。ここに

も子供の頃の原風景が潜んでいるよ
うにも見えます。（平成の玉手箱）

駅舎ブーム鉄道趣味の世界では

蒸気機関蝋ブーム，貨物列車ブーム

に続いて，古い駅舎が今静かなブー

ムとなっているそうです。典型的な
駅舎は，木造平屋でちょっと細長く，

石炭ストーブの煙突が2～3本キノ

コのように生えていました。待合室

には三方の壁を背もたれ代わりにし

たひと続きのイス。ひょいと見上げ
る満さの所には上り下りそれぞれの、

次のﾘ車の行先と時刻を示す表示器

があって，駅員が取っ手をつかんで

ぐるぐる回していました。各部の設
計図はぜひ残しておきたいですね。

（山遊亭明朝）
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『林業技術』および『森林航測』のコピー-サービス
・詳細は先月号の本欄をご覧ください。

●お申し込み･お問合せは本会総務部コピーサービス係盆03-3261-5282まで。

|:薦､f;::1:｡!測協I鍵I会|蕊|の|磯|う|識ご|蕊き…鰯I
◎海外出張（派遣）
8/30～9/10，小原国際事業部長，
松本課長代理，セネガル苗畑基礎
工事完了検査，同国。
9/7～17,渡辺理事,畠村技術開
発部次長，山口技師，シベリア・
極東地域森林・林業協力指針策定
調査，ロシア。
9/13～19，藤森技術指導役，地
球環境問題に関する状況調査，ノ
ルウェー。
9/14～10/28,アテフ主任研究
員，川村課長，グワーイ及びベン
ベジ地区森林資源調査，ジンバブ
エ。

9/20～10/14,梶垣課長,ベトナ
ム腱業開発計画調査，同国。
9/28～11/3,望月技術開発部次
長，和田課長，熱帯林管理情報シ
ステム整備事業，ブータン。
◎研修
9/2～30,ベナン国農村開発省ボ
ルグ農政局天然資源保護部Mr.
HessouCoffiRoger,「社会林業｣。
9/20～24，ベナン国農村開発省
森林被覆調査センター長Mr

MamaVincentJoseph,「森林管
理計画｣。
9/22～10/14,ガーナ国土地林業
省林業局Mr.SowahPaulほか
1名，「村落林業/社会経済｣。
◎調査部関係業務
9/28～29,於秋田市内，「誇りた
い／この海岸林を」リフレッシュ
事業に係る第2回現地検討会。
◎技術開発部関係業務
9/2,於本会,｢バイオマス資源の
利用手法に関する調査｣平成11年
度第1回調査委員会。
9/22,於本会，「地球温暖化防止
のための効果的森林整備に関する
調査」平成11年度第2回調査委
員会。
◎番町クラブ9月例会
9/28,於本会,「建設産業におけ
る環境問題とその対策」と題して
(社)日本建設業団体連合会常務理
事・塚本恵朗氏の講演および質疑
を行った。
◎人事異動(10月1日付）
採用前橋事務所部長宮島功
命調査第三部課長岩村周正
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FAXO3(3268)5261
図書お申込害
ご注文をいただき次第、
必要書類とともに発送
いたします。

小社の「出版案内」を

無料でお届けしており

ます。必要な方はご一

報ください。
インターネット・ホームページ
http://www.wood.co.jp/ringyo/
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森と木の
リサイクル
＜6年2組山本学級奮戦記＞循環
型社会に向けての森林・

部林業を描く。450円部

藤森隆郎・由井正敏・石井信夫ほか編著

口
§

森林における
野生生物の保護管理

鴬
酬
栽
錐

野生生物の生態と森林のかかわり、適切な施業方法を具体的に
示した待望の書！

B5判255頁3,500円
立
口I

騨鍵驚鍵瀧蕊鱗
蕊瀧株野庁計画課監修 日本林業調査会編

森林・林業データ
ブツク，999年度版
豊かなデータをコンパクトにまと
めたポケットサイズの

部最新版。1,200円

備議森鳶娠蕊
灘難鍵灘雛
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皿
日本林業調査会編

国有林野事業の抜本的改革
－開かれた「国民の森林」をめざして－

’
水泌難剛鰯繼灘勤蝿溌術鮒溌灘:“

懲蕊瀞蕊鵜驚部
群議維過や改雅関連法、管理維営韮本計imiの解説など、戦後
肢大の改雌の全貌が1冊に1

A5判400頁3,500円
立
口I

鳶日本林業調査会編 編集協力/林野庁

森林。林業・
木材辞典
I幅広く活用できるロングセラー1
3,0()0語余を解説。英訳

部付き。7刷2,500円部

おところ□□□－□□nn おなまえ

おでんわ

聯
森と木と人のつながりを考える東京都新宿区

市ケ谷本村町3-26

TELO3(3269)3911

FAXO3(3268)5261
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〒107-0052軍京都港区赤坂4-3-5振替00120-
a03-3585-0087"/FAXO3-3589-露嚇縦編珊二柵2981

1鰯籠難謹鯵保に関する口
禦地淵瀬篇識坂|蕊繊鮒蕊講諏
森林･林業･山村問題研究入門

船越昭治/編著
A5判/368頁/本体2｣800円(税別)/〒340

燕林への要諦は多而的であるが故にこれまでは体系的

識職#薙識術燃勿溌繍鰐笹豊
を示したものであり，関係精の緋望")謀である画

新訂増補南洋材
農学博士須藤彰司/箸

A5判/556頁/本体4,500円(税別)/〒380

南洋材は，以Iijのように大溌の輸入℃かつ鯛也･樹
概の少数の時代と巡って多様な棚函こ対する知兄が益
"in要となってきた。本IIドは，木材を扱う方々 ，木材
の知識を深めたい方々 ,付』斑､当滑の､姑の僻となる。

現代林学講義，森林測量学
東京農業大学教授西尾邦彦/箸
A5判/136頁/本体2"800円(税別)/〒310

雛鋼鵬瀞蝋紬総灘認藩轆
つれて，それらを紅Lみ合わせて一つの#幟システムに
まとめる方法その場合の測定価の処理の方法を"述。

21世紀を展望uた森林･林業の
長期ビジヨンー識詞能な森林経“錘一

森林基本計画研究会/縞
A5判/440頁/本体3,900円(税別)/〒340

森林･林業の愉勢が勝しく変化しているときこそ，森
林琵原の長期的な雛備の雄本方向や木材需給の蛾､し
を明らかにする必要がある。本襟は,新たな諭醐及び
兇通しを“していただく上で幽麺な解説灘である。

業･山村
木材安定供給法制度研究会/纒
A5判/362頁/本体4,200円(税別)/〒34O

この法制度の活用とその適切な運filを脚るため，今後
世1群訓画を11教される関係事業者の方々 や,流域林業
活性化センター，＃斡舗|画の總定等の那勝にｲ蝋わる都
道府ﾙ↓の担当者の方々 の参夢となるよう逐条で解説。

応用山地水文学
-AppliedslopeiandhyJroiOgy-・

東京大学名誉教授山口伊佐夫/著
A5判/240頁/本体2,913円(税別)/〒310

|’
用南増補新

水源かん錐樹瞳について，繊林整備との関係を胃饒モ
テツレ化し，土地ﾘ用箭|伽への応用に至る著者の森林水
文研究で縛られた知見の集大成である。本普は,諭怖
の機能を具御勺に解明，鋤いあり方について1翫、

治山･砂防工法特論
静岡大学農学部教授陶山正憲/箸
A5判/250頁/本体3,200円(税別)/〒310

勝者のこれまでの研究成果や森林総WHfWtの蝋富な知
見を雌に､獺剴勿の識|･に際して必要な理論線につい
て，特に普者のW門とする材料力学の観点からも聡兇
を加えた好醤である｡柵造物の識|･に柵わる方々 向けh

猿の腰掛け類きのこ図鑑

治山･砕競王逹誇苗
一一

呈馳画制 防治 工
現代林学講我

轟林灘量畢
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鶏 神奈川キノコの会/編●城川四郎/著●晋島清雄鮫閲
B5判/232頁/本体4,855円(税別)/〒380

騨鯲蛾騨卿蝉翻識鯛蝋
の教材として学佼図譜館にはぜひ－1ll}備えるべき勝
であり．この本によって茸狩りが10陪楽し<なる。
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野生動物との共存 実用新案登録済

ブキ チサヘ ユー

シカ・カモシカ。ウサギ。ネズミ

食害完全防止
〆

☆下刈り軽減。

☆誤茂防止。

☆根曲がりを防ぐ。

☆雪起こしも不要b

☆スギ､・ヒノキ・広葉樹の成長を泥進。

☆治山・砂防事業に普及。

☆ダイオキシンカ擁生しない
ポリプロピレン製。

」

、

挑撫肘認庶鰐
営業部蹴郁
〒613-㈹3‘1京部府久世柵久御山町住11噸ノnlO-1H本フアミリーピル3F

’rELO774･46-1351（代）F奴0774.48蔭1005
営巣部東京
〒101-0052束京都千代ul区神H1小川町3-28昇肥館ビル302

TEL03.5259.95101執XO3-52”-9720
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測る
あらゆる図形の座標・im職・線長(周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同時測定できる外部出力付の一

－バーブラニクスβ
測
定
ツ
ー
ル
の
新
し
い
幕
開
け
ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ニ
ク
ス
に
β
（
ベ
ー
タ
）
登
場
。

聖 ’ 検査済み±0｡1%の高精度
与:輿はスーパーブラニクスβの標準タイプ

スーパーブラニクスβは､工場出荷時に厳格な検査を施して

いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでご購入

されたときからすぐ±0.1％の高精度でご使用になれます。

使いやすさとコストを
’ |，コンビュタフレンドリィなオプションツール

追及して新発売！
16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス､各種専用

プログラムなどの充実したスーバープラニクスαのオプショ

ンツール群がそのままﾀ|､部出力のために使用できます。

スーパープラニクスβ(ペータ）

や外部出力付吟
標準タイプ……

プリンタタイプ

￥160000

￥192000 ’測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

「豊富な機能をもつスーパープラニクスの最高|峰スーバープラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパーブラニクスαは、座標、辺長、線長

面積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、面積）、

角度（2辺長、狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出
力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
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’ 東京書籍発行の好評〃0不思議シリーズ十塁不の

これらの図書は，書店でお求めいただくか直接東京書籍までご注文ください。
東京書籍株式会社〒114-8524東京都北区堀船2-17-1a03-5390-7531FAXO3-5390-7538
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I 鑓
林の環境100不思議森 森を調べる50の方法

日本林業技術協会編集1998年発行

本体1,300円十税，四六判，239頁

知っていますか？木の身長･胸囲の

測り方を！森林の調べ方はもちろん，

人々が森林をどう見,どう考えているか
といった事がらの調べ方についても,そ

の約束事とコツをわかりやすく紹介。

誇諏耐
環境100
不
018－．

漁彗。

日本林業技術協会編集1999年発行

本体1,300円十税，四六判，215頁

知っていますか？大いなる出会いの

不思議を！大気と大地の接触面に森

林は育ち,人間はそこから数え切れな

いほどの恩恵を受けてきました。｜叫者

の出会いと変化が織り成す世界は…

きのこの100不思議 森の木の100不思議

日本林業技術協会編集1996年発行

本体1，165円十税，四六判，217頁

知っていますか？ナンジャモンジャ

の木の正体を！奇想天外という名の

木もある文字どおり不思議に満ちた樹
木のあれこれ。彼らのしたたかな幕ら
しぶりをのぞいてみると…

日本林業技術協会編集1997年発行

本体1,200円十税，四六判217頁

知っていますか？世界最大の生物は

きのこの仲間だということを1健康に

よい成分をたくさん含むきのこ。命を

奪うほどの猛毒を秘めているきのこ。
森の妖糀「きのこ」とはいったい？

’
鐸讓1

木の100不思議
日本林業技術協会編集1995年発行

本体1#165円十税，四六判，217頁

知っていますか？自然にやさしく悪

らしに役立つ身近にある木材の鰹かな

世界を1森の中で自然環境を保って

きた木は木材となって役に立ち，土に

かえって何度も生まれかわります。

木の の10Cロ

蕊
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熱帯林の100不思議 ･森林の100不思議牙』
９１
』
９１
』

耀耀 日本林業技術協会編集1992年発行

本体1,165円十税↑四六判，219頁

知っていますか？もの言わぬはずの

木や草がひそかにささやきあっている

事実を1広大な森林を構成する多櫛

多様な樹草。森の不思議に触れ森を歩
く．「続・森へのいざない｣。

日本ホ

本

知

林を

種の
って

|本林業技術協会編集1993年発行

本体1，165円十税，四六判‘217頁

知っていますか？世界の森林が熱帯

林を中心に減少し続けている事実を1

種の多様性とは？巨大な炭素の蓄獄

ってどういうこと？術造やｲ;'1互関係

の複雑さとは？
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蝿珊’
士の100不思議森の虫の100不思議 の10

日本林業技術協会編集1990年発行

本体1,000円十税四六判,217頁

知っていますか？私たちの生活を班

かにする鯖くべき土の働きを1樅物
とのかかわりや，土の中で起こってい

ることなど，士を取り巻くさまざまな

不思議の世界…

日本林業技術協会編集1991年発行

本体1，165円十税四六判，217頁

知っていますか？自然界の中での虫

の役割を！ほかの動物や気候風土な

どをも含めた複雑なシステムの下で栄

枯盛衰を繰り返す，森林と昆虫の不思

議な関係…

100

L_I、鐸…会．不思議

’森と水のサイエンス 不思議森林の100
日本林業技術協会編集1988年発行

本体981円十税、四六判，217頁

知っていますか？森と木の科学を1

ミクロの世界から地球規模の話まで，

あたりまえのこと，正しいと思ってい

たことの意外な那実。森の不思議に触
れ森を歩く、元祖・森へのいざない。

中野秀章・有光－登・森川靖共著

日本林業技術協会企画1989年発行

本体1，000円十税四六判,176頁

知っていますか？地球の生態系を形

づくる森と水の働きを1水の循環過

程を追い，浄化・貯留する森林の機能

を探る。本番は中華民国でも翻訳。
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	表1

	表2

	1999年10月号目次

	論壇_野生動物と｢緑の回廊」

	緑のキーワード_木造住宅と健康／新刊図書紹介

	特集_間伐材の利活用をめぐる最近の話題_京都府における小型木製治山ダムの導入

	特集_間伐材の利活用をめぐる最近の話題_間伐材強化桁の開発とカンキョウ橋の誕生
 
	特集_間伐材の利活用をめぐる最近の話題_木材を使った水辺環境の再生工法

	特集_間伐材の利活用をめぐる最近の話題_施工後40～80年が経過したヒバ材えん堤の現況について

	特集_間伐材の利活用をめぐる最近の話題_森林土木事業等における間伐材製品の利用について

	特集_間伐材の利活用をめぐる最近の話題_間伐材を使用した土木工事用パネル『間パネ君』

	特集_間伐材の利活用をめぐる最近の話題_球磨川流域間伐材利用協議会について

	解説_治山技術基準〈総則・山地治山事業〉の改正について

	会員の広場_“間伐診断システム”を開発
	簡易な樹高測定器の考案-N式測高板-

	林業関係行事一覧

	最新・細心・海外勤務処方箋9_生活編：その3_余暇と趣味，住居

	｢北の森◇北の風」通信7_ねぶた囃子を間きながら-第3回-

	桜井尚武の5時からセミナー4_よく似た温帯林,北方林,世界は1つを実感する／統計にみる日本の林業_素材需要量・供給量の推移／林政拾遺抄_戸隠山

	グリーングリーンネット／本の紹介_Let's enjoy誰でもできるサンデー森づくり／こだま_森の歌

	協会からのお知らせ

	奥付対向

	表3対向

	表3

	表4


